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はじめに
本論も今回で第3桜に達したので，乙の辺で或る形の
まとめを得たいと旬、う。それに.乙れ以外に特lζ注意し
て解説をしなければならない事や，乙の論の観点lζ立っ
た時の生活科学の教育 ・研究体制はとうあるべきか等の
問題があり.それ等1<:閲しでも言及せねばならないと考
えている。
乙れをζ乙では，生活科学とは，生活とは，生活の発
展，生活の特徴.生活の問題，生活の学，生活科学系学
部における学の問題の)1闘で述べて行きたい。
1 .生活科学とは
“生活iζ関する科学"“生活の法WJを明らかにする学問"
と考える。それに，この“法則を組み合わせて新しい法
flJ体(生活運動体)をっくり上げること"をも含む。乙
の新しし、法則体をっくり上げる乙とを r;r画Jと呼ぶ乙
とにする。
2.生活とは
生部ヰ学の方法
上述のことを進めて行くためには，まず“生活とは何
か"を明らかにしなければならない。その後生活d剖乙
向けてそれがどう利用できるものかを凡て行く。つまり ，
生活の認識.生t舌法日IJの発見，それを組み合わせての生
活計画.その妥巧性の検討の)1慎で，生活研究を進めるの
である。
乙ζで言う生活とは，物質運動の形態の一つで，物質
巡動が‘無生物の運動'‘生物の巡動'の段階を経て.<
人間> (の物質逆動)の脚皆にまで数ったもののことで，
“人間がまきおとす物質巡動山人間が入ったために臼然
界にそれまでとは違った新たな物質運動が起こるが，そ
の形態"のととを言う。人間活動と言ってもよし、かも知
れなL、。
人間により(まき)おこされる物質運動
運動 物質の位悶が変る ，質が変る，化合・結合・
離散により別のものに変わる，等の総称で，無生物界 ・
生物界 ・人間界に共通に認められるものである。
人間の運動
運動のうち，人間が入ってまきおこす運動のことで.
現在地球上を広く掩っている運動である。最近は， ζの
位向の変化。 78
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遂動は地球表面だけでなく，宇宙空聞にまで延ばされて
来た。人間の運動の基本型はぬと園が結合しそ
乙で変成されてoと匿~lctJ .;て出て来初』ζなっ
ており，例えば“寝る"とぽ言うに乙とはは“疲れた③"
‘“‘匿亘恒亙"と結合し，休息・睡眠をとって回復し，
翌朝“エネルギ-1ζ満ちた③川り，寝室・寝具は
怖がしみ込んだ寝具・乱れた寝室"の園'として残
される形になっている。乙の寝具・寝室は，外l乙干され
空気を入れてまた寝られるようにされる。
乙の人間の運動は. r生活』と呼ばれ，その最小単位
は 『行為』と呼ばれるが，乙の 『行為Jが上に示した
③と幽の結合過程のことであり.0も固
い、で変成されて③，園f叫ん
ただ，乙乙で注意したい乙とは，普通函は一つで
はなく，前述寝具・寝室のようにいくつかの種類のもの
が結び合わさっていると言う乙とである。これには対象・
手段 ・空間・エネルギー，つまり匿量匡珍匡画
王等の種類があるが，乙のどれも無生物の物が
なるとは限らず，生物や時には人がなることもある。例
えば，耕作では耕される土地に対し
⑬ - 園・~)
と言う形の作用体が形成されるが，この作用体には動物
が園として入っているし，牛・馬を使わない場合人
間もζの位簡にあった乙とがあり ，道具のーっと見られ
る場合もあるのである。複数の人が組んでチームをつく
り，互に相手を対象としたり手段としている時には.主
体から見るとそれらは同等iζ園である。従って.主
体を別の人に移した場合，それまで③と見られてい
たものはその主体の園となるのである。
(注)食物以外の生活物質が人と結びつくときその物の
あり方.つまり，函が結ひeつくωカか〉函が結びわつくか
ま扶た他伽の厨が結びつ叫くか机』にはζよωり.([)は ③θ4に
るか③♂2叫る砂か'更lζその他の沙問るかが決
まる。つまり園は結合するとき作用をしている。よ
いフトン・乾いたフトンK寝ればぐっすりやすめるが，
化学合成繊維の濡ったフ トンの場合，疲れがとれにくい。
貧しい人は多く乙の状態にいたのである。従って， ζの
場合結合と言うより. i作合J(作用物の結合，作用的
結合の意)と言った方がよいかも知れない。
図-2の説明文
位置の変化:ω と自の結合の運動と見 る。
質の変化:③と自の結合の聞にそれが行なわ
れると解釈する。物質の不可入性により，他のo
園が同位置を占め得ない。
結合・雛散 :③と園の結合・離散と考える。
居 .-寸L
J2)._上は同時に起るζとが多い。
一般の“湖沼途っているのは，必ず人間@が入っ
ている乙とである。ただ.前後でその質は変っている。
?
?
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③の運動
人間の運動は .③と園が結合して運動する乙
とであるが，乙の③は物質運動と言う意味』ζおいて
は結合の相手である圏，それはもっと細かく分けて
行くと雇量ゃ 匡室長等になるが，それらと結合要
因としては同等の資格で連っている。
ただ.0が圏と途うのは，③は園と
の結合のし方やその運動の方向を決めるのに対し，園
は自然の動きしかできず，自らは③と結合しないと
言うととである。つまり主体性がない。また，動力(馬・
牛・水力・電力・ガスカ)が利用されるようになるまで
は，乙の運動のためのエネルギーは入閣の身体のエネノレ
ギ-1ζよってまかなわれたのである。例えば，鎚は人聞
が腕力でたたき，弓矢も人間の身体の全体の力でしほっ
た。牛・馬になってはじめて動物のエネルギーが.運動
(耕作)として使われるようになった。乙のようになる
までは，鋤・鍬での土お乙しは人力Kよって行なわれて
いたのである。このように，③の運動は一つの特色
を持っている。
③の運動は，人体の構造と大い哨係している。
1つは物の運動を行ない易いように，手 ・足・眼などが
( 2 ) 
持凶:生活の科学的J;察 一193-
他の動物とは途う方向に変化した乙とであり .次にその
手・足・眼等の運動(操作)を更に奥で統禦統轄する脳 ・
神経系が発込した乙とである。つまり ，俊作機関と統禦
樹苅の拓iである。 ζれによって，人間と言う運動体は
物を自身の思う方向に動かせるようになったが.~Iζ道
只をっくり出し.自身とそれとが一体になって外界に働
きかけるようになった。 前省を'自身作用体 I 後者;を
'装備作用i本'と呼んでもよいであろう。後者のような
巡動体は，前者の自身が臼身の爪や闘によって外界に働
きかけるやり}jより余程能;f¥のよいものになった。 ζれ
を閃で示せは次のようICなろう。
(自然の流れ)
-白身作用体と外界
-装備作用体と外界
-装備作用体と外界の関係の構造
自身の巡動体 十
装備を含んだ運動体。
外界
( 3) 
図-3
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@ 消費削。最終消費省(消費体)IC対し.臼然
の流れ・人工の流れの中から消費物資を術獲・とり
入れし.加仁・配布 ・供与する中間作用体。
のI 削媒体。@¥が生沌した物資を.人のIUl
〈社会)Iζ流し配分してやる中間作用体。消費物資
ばかりでなく ，生産用原料・材料も媒介する。とち
らも.人工の流れをつくる帳本人であるが.乙 乙で
は消費物資.illi鮫者としての役目』ζ者臼する。分煩は
広い主主味では[生産JIζ入れる人もある。交換物と
しての価制.乙の作酬の作用の終末.@lの
作用の初まりである商品売買の場で実現されると説
明されている。
⑪H 生応酬。臼然の流れ ・人工の流れの中から物
資をf甫獲 .JU.工し.再びその流れの中に返してやる
中間作用体。消費物資をつくる乙ともあるが，生産
用資材(跡1い材料・用具写)をつくるtLj合もある。
ζ乙では.Ii者』ζ者d:lして行く。
凶-3の説明文
.白身作用体と外界
臼らの身体の-fl(爪 ・街)を外界にさし入れ，必要な
物資をとり自分にとり入れる。物質は，外界の中で生成
され.園として流れている。 ζの場合，③は爪 ・
飽までを含む。(動物の迷動状態)
.装備作用体と外界
身体が.道具(臨)と結合してj 具で外界から
園をとり込む。乙の湯合身体同接とり込まないで.
他の巡動体が促え，加工し，侍に配分し，身体にとり入
れるよう叫った。 ζの場合③は.手 ・足 ・目を含
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む。
・装備作用体と外界の関係の構造
ζの運動体は構造が二重になっている。“自身の運動体"
.“装備を含んだ運動体"がそれである。
やがて③は自然の流れを促え，一部変改・加工し
て自然にはない人工の流れをつくる。乙れが[生産]で
予?。.⑪.守る。[消費]においては，人は白糸ゐ
流れ・人工の流れの中から物質を捉え.加工変成して各
人IC配分してやる。⑥は o t開の加工体・配分体
⑥ I・@1Iは生産加工体・配分体を示す。
捕捉体は. [生産] ・[消費]とも図IC画いたものがそ
れを示す。爪の形が出ているものがそれである。
ζのよう IC.人間の酬の起発点叫るものが③
である。③は，ますます道具に合うような身体U
ょうとする。 ζのために教育やdJl腕，その他が行なわれ
ている。
要約
乙れらを要約すれば.人は③として，手・足・日
(眼)戦通じて道具鴎につながり .外界附する
ので，動物と違った復維な脳の作用が必要であったばか
りでなく.人と人とが協同して外界や他の運動体iζ当る
どの原因は.乙の形のぶつかり合いでなされる乙とが多
L、。戸、
私は， ζの③匿面)~)の結合の運動体を“{邑体"
と名づけたが，二つの侶体 活動範囲が重なり ，お互の
干渉が起るようになると .ζの二つは協同するか，どち
らかが上相手が下の関係になるか，片方が他方を打ち乙
わすか・併呑するか， 活動範囲が触れ合わないよう自己
の元の傾域に活動範囲を縮めるか，になるであろう。
乙のように，③はj匿~と結びついて外界IC対
する運動体(作用体)をつくるか，その際その作用巡動
体のモトになる要素運動体が③である。乙の生活と
言う巡動体の要素運動体と言う窓昧では.0も園
も織成製業として，つまり結合体のレベルで・同資格なの
である。
コミュニケーション
もう一つ，人聞は [生産]の段階κ入る前から群れを
なしておりコミュニケーションを行なっていたが. [tf. 
居
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産]Iζ入るようになるとそれは複雑になり ，秩序立てら
れ一層精微なものになった。それより前から言語が話さ
れるようになったが，口や舌の変化で発音ー は多織になり，
聴覚と脳の抱きで.それがききとれるようになった。乙
の言語の発達は，行動を脳の中』ζ再現(記憶とリプロダ
クション〉するものであり ，思考の発i宝を促した。乙れ
も，脳の抱宝がなし、と行ない得ないものであった。
脳2
コミュニケーションの形
発言f聴時+思考γ決意2・命令T発言f聴取r"
思考「決意l・命令「発言i→ 
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画
物資は@と結合する時は，園と言う形態をと
るが，乙れは前述したように人間の運動(生活)を構成
する“賊運動体"と苫う意味で，その怠味では③
と同資格のものである。 ζの園は，大抵の場合臼ら
は動かないものであるので，乙れを運動体と言うと多く
の人が不審に思うようである。しかし，静止しているも
のも運動体の一つの形態で，運動の静止した状態， ある
ものと結合すると特有の運動をはじめる物，と見る乙と
ができる。例えば，血管は鼓動で動く以外は静止してい
ると見る乙とができるが，中の血液，赤血球や白血球・
刷、仮・蜘夜は跡、てし、る。白血球以外は自らは動けな
いが，心憾の圧力で動いている。しかし， ζの血液と心
臓を含んだ百-系の2つを合わせて循環器官と言い.血液運
動体と考えられている。弓矢は何もしなければ抑止して
いるが.人聞が手を加える乙とκより，弓IC訴えられた
エネルギーは矢に伝わり .矢はそのエネルギーで飛んで
行き，獲物や敵を射おとす遂動体になる。弓も含めて述
動体になるものと~える ζ とができる。鎚や鎌 ・鍬・手
鋤等皆ζれにlil1する。
次iζ，園がエネルギーを持っているものがある。
牛や馬は，人聞がエネノレギーとして使ったものの初めてー
あるが，水車や蒸気機関を経て現在は動力は屯動機・内
燃機関等になっている。 人は更に，エネノレギー だけをと
り出そうと，水力 ・火力 ・原子力 ・太陽熱 ・地熱 ・湖力
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等を引き出す研究をしている。
闘は，③とのあり方において，その種類が異
なる。まず，人間の生命体や消費生活体の中にとり入れ
られて消費されるものは匿量と呼ばれ，自然の流れ ・
人工の流れの中から自身作用体 ・装備作用体の作用の力
で採られ人体へ直接または一旦生活の中へ人れられ，加
工変成され配分され，個々の消費体で‘ある人体・消費生
活体にとり入れられ消費される。御飯やパン，果物など
が乙の種のものであり ，着物や家具 ・住宅も乙の例に洩
れなし、。時』ζは人も対象になる。例えば，性生活なとは
お圧いの身体が匡璽になる。更に. 1函』ζは匡
IDがある。園の生活における性質から見ると ，園
は乙の匡事と匡②でつくられる。が，形態から
見ると匡_IDは匡BTの形のものと ， 正面ゃ
エネルギー の形iζなっているもの時かれる。③
と匡1!tの結合，道具をもっと広い怠昧で促えた
)雇通[t(エネルギーも含む)との結合が外界附する
作用体となる。乙の外界は，人工以前 ・人工後の無生物
の世界，人工以前 ・人工後の生物の世界，他の人間の活
動(侶体)の世界の乙とを言う。これらに立向うのに
装備がしっかりしている粍，またその装備の迎用の知識
があり習熟している将，作用体の能率がよく ，効果があ
がる。
園のうち，空間は質的iζは匿雪』ζなる場合と ，
昆m.潅砂lとなる湯合があるが，乙乙では形態
的』ζl空間lとしておく。
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( 5) 
と5J2:ーも，冨になる場合と ， 匡童D. 
濯砂削減合がある。が，乙れも形態的にみ
ノレ吉三としておく。乙れらは，図で示せば次のようにな
ろう。
③ の変成・ 圏 の変成， 0f.園P
生活の過程で，③は②'』ζ， 園 r;i園'iζ
変わる。働き疲れて帰ってきた③は.園を食
べ.[ii亘]1ζ入り，雇員で!R]Jjζつつまれて
寝て』復し朝にはエネルギー哨ち元気になったo
として職場11::山て行く。あとに残された食事後の食卓・
入浴後の風呂 ・就寝後の寝具と部屋はそれらの行為以前
の園とは異なったものに変っている。これは圏'
と言った方がよいであろう。乙れらは食物の食べかすや
入浴後の湯のように廃棄されなければならないものと ，
茶碗 ・テー フソレ・食事場 ・風呂場・寝室のように.6t燦 ・
掃除 ・清はされて再生されるもの，寝具のように鵠干し
κされたり空気を入れられるもの，寝衣のように洗濯 ・
i場Fしされ再生されるもの，寝室のように窓をあけ空気 ・
陽光を入れ再生されるもの等がある。乙の他，排便 ・排
尿 ・汗b后落とし(入浴〉等があり、乙れら後に残ったも
のも家族の力でとり除かれる。
峨場に行った③'は，そζで匡診を使い，仕事
を進める。 ζの湯合.職湯は，生産の場・生産関連の場・
生Q7f非関連の湯があるが，共通なζ とはそこで③'は
エネノレギーを消費して何らかの仕事(社会的連関の行為)
を行ない，その結果，社会に流れている(消費)生活必
要物資を促える割り当てを，賃金または所得の形で得る
のである。その結果.Or;iエネルギーを出し切り，
働き疲れて家同る。との時の人の状態は③の形に
なっている。
生産 ・消費連関図
図-6
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乙の職場の仕事のうち， (生産)は社会を形成する一
番基本的な行為で，生産と消費との関係を図に示せば前
頁の図のようになるであろう。
行為
基本行為と延長行為，生産と再生産，社会多加
前頁に示したものは，働いて消費する，生産と再生産
で，人聞が生きて行くための基本行為である。が，人聞
にはζれ以外の行為が沢山ある。
まず，生産行為ではないが，生産関連の行為がある。
生産のための訓練や研修，研究会などは乙れに入る。監
理・監督・調査なども，生産のための教育なども大きい
意味では乙乙に入る。流通や金融等の業務も乙 ζIC入る
と見てよし、。通信・交通も入る。また，非生産関連行為
は沢山ある。文化的・慰楽的・教育的・政治的行為が乙
れlζ入るし，通信・交通が乙 ζlζも入る。乙れらの行為
に従事する乙とは，一様に社会の活動のいずれかに参加
した乙とになるので，ひっくるめて「社会参加行為」と
言ってもよL、。
消費の面では，家へ帰って，食べて休んで寝るだけで
なく，いろいろの行為をする。以前は映画や芝居見物を
したり，落語をきいたりした。外国なら蟻IJを見たり音楽
会に行ったりする。公共的な場で楽しむのである。また.
酒を飲んだりダンスをたのしんだり，色々食べ歩いたり .
その聞に友人と諮ったりする。仕事の話もするが.緊張
をとく話もする。レクリエーションと言えるであろう。
子供などは.いろいろの塾に通ったり，公園・山 ・川等
叫すき友達と遊んだりする。大人も子供も，家では，テ
レどを見たり勉強したり寝そべって休んだり，家族同志
話し合ったりする。家lζ友人をよんで交歓を深めるζと
もある。主婦も，家事だけでなく .昼，自分の友人との
会や家での交友，ショッピングに楽しいl時を過どしたり
する。勿論.展覧会や博覧会.芝居見物や観賞会・音楽
会・美係強官等にも行く。その他.喫茶庖・食べ物庖等で
楽しい時を過乙す。趣味の集会にも出るが，政治集会に
も出る。
ζのように，沢山の行為がなされている。 ζれらをー
くるめにして，個別消費行為とよぶ乙ともできる。
園と しての食 ・衣・住(燃)
医盟は， 一般に栄養，従って保健 ・労働 ・寿命の
面で，つまり身体にとり入れられてからどうなるかと言
う乙とが大きな関心，時には主たる関心になって研究が
進められている。が，体内での問題は大きな問題だとし
ても，生活科学ではもう一つの函の身体の外での問題を
居
(6) 
学
もとりあげなければならない。乙のとりあげ方にはいく
つかの方法があるが.その中のいくつかはすでにとりあ
げられている。まず，食品として取り扱われる場合。製
造・保管(保蔵)・加工(調理)等のフ。ロセスが，つま
り食品の組成とその変化それにかかわる条件が.また公
害・添加胸等そのプロセスの結果が関心を持たれ研究さ
れる。次iζ，食事として取り扱われる場合。献立・時刻・
時間・方法等が関心になる。第31<:，食騒として取り扱
われる場合。 l国の供給可能量とか過剰とか不足とか貿
易(輸入・輸出)・輸送 ・配給等の問題がとりあげられ
る。
乙れらのいずれも，個人・家族・地域集団・アソーシ
エーション・自治体・国等の人間の社会組織に関与して
いる。実は， ζれらの人間組織が，栄養・食品・献立・
食糧等夫々の名のつけられたような方向で，食の固
に関与し.食物を人間の社会 ・生活・個人(生理)の中
i己順次に送っているのである。 ζの食の園と人間の
組織との関係を追究しようと言うのが，上1<:述べた生活
研究の目的のうちの大きな眼目κなる。例えば，家族と
言う人間の組織が食物をどう取り扱って家族成員や客に
どのような食物をもたらすのかを研究する乙とが，家政
学が暗黙裏iと目指したと乙ろであった。生活科学では.
家族・家庭1<:限らず，個人から社会全体にいたる人間組
織についてそれを考えるので.そのような組織の中を食
物が通って来る有様をっきとめねばならなし、。最終消費
者は人間個人であり，乙の最終消費者である人間個人の
生理にかかわるのが栄養であるが，実際の栄養の実現は，
それi口、たるまでの聞の.当の個人をも含めたいろいろ
の組織が，いろいろの形で作用しては じめて実際の形に
なってあらわれる。その組織は，どのような食物をどれ
だけ体Kいつど、のようにして食べさせるかと言う形で関
与する(計画的関与)。つまり，食物は乙のようにいく
つもの社会のチャンネノレをくぐって個人に到達する。従っ
て，どのようなものが誰から提供されるかは，乙のチャ
ンネノレの作られ方，チャンネノレで・の食物の扱い方iζ大い
に関係して来ょう。乙のチャンネノレを， 一応食の“人間
関係"と呼ぶとすれば，食』乙関する「人間関係学」と言
うものがあってもおかしくない。実際，新聞などに，泉
谷氏*による家族関係と食の摂り方が報じられた乙とが
あった。また.足立氏叫 は，食事の時食を与える側の
家族の心のあり方が大事であるとT.V.等で強調して
いるが，乙れなども食物の関係を人間関係と見たて，そ
れを心型面でt強調したものであろう。
ζのような乙とは，衣や住についても言える乙とであ
る。どのようなものが誰の予を経てどのような力で誰κ
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配給され消費されるのか。また，その消費の形は忌ー終的
iζどのようなJt~のものになるのか(織成・デザイン)。
その形の目的は何か。乙の場合.食と異なる乙とは，食
はl回消費すればそれで終わりであるが，衣・{主は消費
は時間的のものであり，使った後はし、くらか変質するが.
その変質は家族によって手を加えられ直され再生される
のである。 ζのようにして次の使用に準備される。衣の
洗濯・干燥・補修 ・繋形等の作業(=行為)がこれに当
たる。住でも，掃除，清拭 ・エアリング ・陽入れ等が乙
れに当たる。部屋とか住宅とかは，より長期なインター
パルでの空間の与え方で.独立室を与えるのにもう学校
へ入ったからとか言う理由がつけられ，嫁入りまで部屋
はあちζち答れるとしても.何らかのものが与えられる。
住宅を与えるのは，借りる ・新築等に入る等の形があり，
ζの流れの過程を社会の供給の面で捉えるのが住宅供給・
住宅問題の学である。燃，つまり暖房や冷房は，室内環
焼住宅の内部の条件を居住適の状態にするもので，物質
としては住宅と分離できるものであるが，合して住環境
を形成するものと見てもよい。従って.家計などでは燃
料費は現在は住居資とは別項目になっているが，住の方
から見ると，特に生活科学の立協から見ると.室(環境)
の質の問題として大きくは同類の中lζ入れてよいと考え
られる。
*:泉谷希光・共立女子大学教授 ・メ キシコオアハーカ州
食習慣調斉等を行なう。筆者が東北大学助手 (股学部
生活科学科)の時代の学生であり，山形県農村生活調
査等を共iζ行なった。
村・足立巳幸 ・女子栄養大学教授，泉谷氏と同じく東北
大学農学部出身。筆者の東北大学時代の学生。ポリネ
シア栄養調査等を行なう。
3.生活の更なる追求
ヨヨ舌の嫌造
生活は，行為の集合であるが，そ中行為は③と
園の結合併合) ・変成 ・別な③'別な園'叫 つ
ての離散である乙とは前iζ述べた。但し， ζの行為には，
生産・再生産・統合等のいろいろと種類の返ったものが
あり.それらの組み合わせで生活の構造ができている。
親一仔の関係， 世話体の発達による変化
生物的 ・動物的段階の構造
自然の物質の流れから，自らの身体の作用だけで物を
とって来て身体に入れる段階。排出物(呼気 ・排他物 ・
汗・フケ・垢・抜毛・鼻汁 ・涙 ・耳垢 ・他)もそのまま
自然の流れの中iζ入れてやる。多くの動物は乙の段階κ
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ある。魚・鮭・へピ等の魚類 ・両生類 ・re虫類は生れて
すぐ親のいない外界で食物を探さなければならない。鰐
は子供を口にくわえて移動するが，子供は自ら外界の中
で餌を探さなければならない。
生命形成媒体が入る段階の梅造
鳥類は鋭が給餌する。 よ記の動物とは異なる。雌雄交
互に餌をとって来て子供を育てる。中には，簡をむき出
しに与えるのでなく ，日本震で半消化したものを与えるも
のもある。崎現瀬では，ハリモグラ等は，腹の下に手は泉
と血管iζ寓んだ保護の皮膚をもって，子供が大きくなる
まで育てる。有袋類も腹の袋の中で子供がかなり大きく
なるまで育てる。袋の中は手L腺があり ，血管le:宿んで暖
かくなっている。有胎盤類は，子供が大きくなるまで腹
の中で育てる。ハリモグラや有袋類のような無胎鍍煩は，
子供を小さい時代淀んでしまい，腹の外側で育てるので
あるが，有胎盤類は子供を子宮の中胎重量のよで大きくな
るまで育てるのである。有胎盤類は，乳離れしたら読を
食べ始める。その湯合，続は子供を保護監視している。
多くの有胎根崎手段目は，子供が大きくなって生まれ，更
に乳を与えて育てるので，ζのような過程を送る。霊長
数の猿もζのパターンである。
生活形成媒体が入る段階の構造ー(父(母 (子)) )一
生まれた子が，乳離れしでも吏IC保護 ・監視ばかりで
なく給餌までされて親に養なわれるのが人間の生活の特
徴である。但し.乙の給餌は母と子と言う関係を越えて，
乙の母子を保護し餌を運ぶ父と言うものが加わる仕組み
になっている。乙の場合，父の運ぶ餌は“粗し、*"形の
館で，母は乙れを“加工"して子供iζ与える。子供は長
年ζのようiζして父と(母)に養なわれるので，年長け
たチも幼い子も一緒Iζ居り ，“きょうだい"の関係が生
ずる。 図で示せば(父(母(子)) )の形になる。
本 ζの形態は，←般の形態で，民族』とよりまたその文化
の発達段階により，父母iさが協力して粗L、食物材料を
とりに行き，持ち帰ったものをまた夫婦達が協力して
加工じて子供たち家放たちに与えるのもある。
(ムラ(イエ(母(子)) ) )の権造
上の(父(母(子)) )となる家族は，更にその外に
ムラがあって守られている。乙のムラは，生命を物理的
iζ守るだけでなく ，物資を補獲 ・確保し，各家IC分け与
えてやる機能をもっている。つまり，生活を守る役割lを
負っているのである。
火の使用 ・食物加工の発達 ・社会の変化
乙ζで注意しなければならないことは.人間の場合IC
は，他の動物には見当らない3つの大きな特徴が生まれ
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ると言うことである。 lつは，火による調理の発見等で
食物を加工する乙とである。乙れによって食物は口に合っ
たものになるが.食物材料の範囲がぐっと拡がった。た
だ.ζのためには以前より余程手聞が多くかかるように
なった。次に，第2の特徴として，上述の乙とも原因し
ていると考えられるが，補食の機能と食物加工の機能が
分離した乙とである。乙れによって直ちに，男の仕事と
女の仕事が分離した乙とにはならないが，過程が分離し
たζとは事実である。石毛氏*の報告』とあるニューギニ
アのダニ族の食事をはじめとして，多くの映画の記録等
は，ムラ全体の男女まじっての食物加工・食事を伝えて
いる。第3の特徴は.乙の場合，それは集団ICより供さ
れるものもあり，家族lとより供されるものもあるが，子
供ばかりでなく成人，幼い者だけでなく年輩の者も，男
だけでなく女も，つまり全員が給食を受けるようになっ
た乙とである。このことは，それまでとは大いに異なる
乙とであり，大きな変化，人間の大きな特徴と言う乙と
ができょう。ただ，乙のζとが行なえるよう，人間の組
織，家族とそれを包むムラ集団が形成されていたと言う
ζとができる。エスキモーの生活を見ても，ムラと言え
る何家族かの集団があり，その協力で食物をとり，消費
は各家庭(世帯(家ワ))毎iと行なわれる。被服も.動
物の皮を用いるので，同様の乙とが言える。住宅も同様
κっくり，使う。
*・石毛遁道住居空間の人類学鹿島出版
4.生活の発展一生活発展の相一
続観
生命体か動物と言う形を生み出し，動物の発展の方向
lζ沿って運動性能のよい脊椎動物が生み出され，更にそ
の先に活期生をたすける温血恒温性.子供の保護養育を
より安全iζ行なう等の性質をそなえた哨乳類が生み出さ
れ，その極iζ，子供を大きく体内で育てられる有胎盤類
が生み出された。つまり ，乙の有胎盤類の中に，四肢と
眼と画期出の働きが分化したグノレー プがあらわれ，ついに
その中に人聞が生まれた。 ζのグループは霊長類と呼ば
れるが.子供の崎育の期間・そのし方・群のっくり方 ・
物資の獲得のし方等が他の動物と異なっている。樹上や
岩山iζ棲み，手を使って物をとり，音や手振りで仲間と
連絡をとりながら集団行動をし，幼く生んだ子をかなり
大きくなるまで.物をとってやったり ，母親の傍におい
て育てる。更に，乙の母(子)を雄を中心とした集団が
扶け守るようにしており， その形態は種によって異なる
が，夫々その種の社会の形態をなしている。乙のように，
生命体がたた‘外界の物を捕食するだけでなく ，捉えて与
居
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学
生産 ・消費の流れの上iζ支配体
(調整体・統一体)が生れる図
図-7
えてやると言う，身体の外の物質運動(新しい物の流れ)
を新たに始めるのである。養育・保護の生活の発生，社
会の発生である。 人聞が生まれると ，乙の状態が更に
鮮明になる。人は子供を更に幼くして生み，かなり大き
くなるまで育てる。物を捉えて与えるだけでなく， 物を
捉えて加工して与えるのである。提えるのも，人間は道
呉(弓矢等の)を発明して使い，効率的Eっそれまで手
iζ入れられなかったものも手に入れられるようになった。
一方加工は火を発見し，物を変質させて郎、対象を食物
iとする乙とができるようになった。与えるのも，母が与
え，それを父(家族)が守り，また，ムラが守るシステ
ムをつくり出した。 与える物も，食から衣 ・往(燃)，ζ 
拡がり，与えられる人も.子供から成人全体になった。
捉えもその後，耕作 ・牧畜と言う生産が始まり ，自然の
物の流れと違う流れができて来た。更に，道具を道具で
造る工業が生み出され.全く人工の物質の流れができた。
そのため，生産(回 ・畑 ・職場)と消費(家族 ・学校 ・
他)の組織が特化し， それらを調整・管理すべき作用休
が生れ，それが支配体になって，人間特有の社会が形成
された。乙れは，歴史的にいくつかの形態を経て今日に
至っている。また，未来への形も模索されている。
生活発展の諸段階
生命的活動の段階 一生命の生活一
生命活動と生活活動
人聞が消費する物資は，物質と して体内を通るものと ，
体外を通るものがあるζとは.すでに前々回述べたが，
乙の体を通るものも，体内iζ運ばれて来るまでは体外を
通って来る。平俗的には，ζの体内を通る時起こる体内
の物質運動を“生命活動..体外を通る時f(起 ζ る(ま
たは起ζす)体外物質運動を“生活活動"と言う乙とも
できる。乙乙では乙の言葉の使い方を採用しよう。
受動的生活・能動的生活一自身作用体の段階ー
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阪始の生物は，体内物質運動の機構をどう整えるかと
Jう乙とで発i畠して来ており ，だんだん優れた機構か自
然ifta:(natural selection) ICよって残されて来た。
その後.fl分の身体を動かす乙とによって獲物κ近っき
とるJj(oJが追求され，乙の活発性 ・機敏性 ・外界適応性
が発ilのJf，!仰になった。しかし，乙のようになっても.
外界から食物をf!Jるについては，捕食の手段がハサミや
手のように銅i1とができたり ，歯のように(捕)I Iが発注
したりの乙とはあったが，外界に直接身体が接して食を
とると汚う乙とについては変らなかった。 緩み処も，向
然にあるものを利用した。つまり ，食 ・住とも，白然の
流れをそのままに使っていたのである。
ζのような生物，生活縁式*を，生命的活動の段階の
生活綴式と呼ぶ乙とにする。乙の生活綴式は，かなり長
い間変らずに維持され，生物の生活の基本であった。
生活的活動萌芽の段階 ー親仔関係の発生一
捕食・時li食・叫i乳
q頬や附字以Hか1.:現してはじめて.f flc対して捕食や
町併し(身体の一昔i~を与える)と言う乙とが始まった。乙
れによって.I<J然ILすぐ傍を流れているものとは足追った
iI:iいと乙ろを流れている館を，またy;IJ体ICは日E!PJil・消化
が知¥.fll!な似lを$JJ.がとって米て半消化してやったり .fJ供
のm化・プ'ef.ilζ通する母乳と して与えたりするようになっ
た。げはもはや.r'lらの身をl直接外界』ζさらさなくても
よいようになった。 i札や娃なとは勿諭そうであるが，応 -
!iI:煩より発A主が自ijの1i)}物である蛇なども，卵から生まれ
ると小さな身体で外界』ζ身をさらし自ら獲物を獲らねは
はらなL、。 ζの外界は，また臼らが他の生物の餌食にな
る危険な悦界である。どんなに幼くても， ζの危険な(1
然の物J質の流れの中から臼分に必要な物資をとらねばな
らなし、。しかし.J通知やE描乳頚は幼い仔は自然の流れの
中にさらされていはし、。応煩でも遠くの流れから親か{中
継さをして簡を.illiんで来たり，学消化して竪くなくした
りして行にうえる。晴乳類では，泣くの流れを紛が食し
て，税の体内で釦1&し，干しとして仔に与える。
J，(!Iζ. t産み処もね史aでは親の羽衣の下であったり Uili
現却では暖かい腹の下 ・腹袋の中 ・懐の中等であり.{采
.~されている。勿翁，ワニなども ， 仔を[lIC含んで安全
なところに移動させたりするが.四六時中子守りをして
いるわけには1Jかす.ffは自然の中』ζ直かiζ身体をひた
し.簡をとったり.illi勤しなければならない。捕手L頬の中
でも~千l却や釘袋煩はff供の守りをする期間か長いか，
それは乙くえIJ~ 、時期K生むので ， 一人前iζなるまでに，
つまりfIら伐の傍で佃を探す乙とができるよう 1:なるま
でに時間かかかると三う乙とである。『前乳頬でも.有胎
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敏頬(正獣頬)になると，子供を保獲している期間か短
くなる。牛や山学などの偶蹄頬では，生まれてしはらく
すると起き上って親の傍で、とびはねたりする。ただ，霊
長頬は，すぐ立って歩いたりできず，続の胸7T1ζつかまっ
て育てられる。人間が一番幼い状態で産まれるから.立っ
て歩いたり住み湯所を得るのに.-~害時間か長くかかる。
人間は盛期出が発注してきたので ， 幼くして~まないとな
らないからと言われている。
食に しても(住) にしても ， 以上述べたようなJI]~~裂
は . 主体が自然の流れの中』ζ身をおいて . そ乙からI.m~
捕食するのでなく ，主体は間後に自然の流れに後し，中
間の媒体がその流れから主体IC必要な物を捕えて変成し
てうえると言う， ζれまでになかった流れが形成8れて
いるζとか分かる。そして，媒体の体内を.iillろうと体外
を通ろうと，乙の流れは“生活“ "の原2まになってい
ると考えられる。
動物の仔の栄養の得方
鳥類の生活線式
観が怒り仔』ζ与える
町日乳頬の生活械式
mが獲り自らの身体tζ
入れ乳lζして仔Ic与える
図-8
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生活的活動発展の段階 I 一社会の発生一
上述した生活様式が，更に発達した生物が現われた。
霊長類であるが. (親(子))関係以外にそれを守る雄
を中心とした勢力が守り，それが全体として或る形の社
会をつくっているものである。 ζの形態は種によって異
なるようであるが，共通に言える乙とは，仔は(群(母
(子)) )と言う形で保護されている。集団は，ポス』ζ
よって統簿され，成貝は夫々役害Ijを持ってつながってい
る。しかし，軍長類の生活基礎は，四肢による樹上の広
範囲な移動(従って.食物にありつける度合の増大)と
前肢(手)による捕獲である。乙の形態は，やはり自然、
の形態で，生得物のみではいにしても.知恵や工夫で簡単
に変え得るものではないのである。
生活的活動発展の段階E 一社会の発展ー
人聞が出現して，物質運動の形態がまたガラリと変っ
た。まず.道具の発明によって，手の延長されたものが
生まれた。乙れで，それまで手の届かない遠くの獲物や
力ではかなわない大きな動物を餌にする乙とができるよ
うになった。つまり，自然の流れの中のζれまで手の届
かなかった流れ，それまで物を得ていた流れとは別の流
れに.道具(手の延長)を使って届くようになった。そ
のような流れが人間の物質運動の循環路の中に新たにと
り入れられたと言う乙とである。
次に更に大きな変化が生まれる。耕作と牧畜であるが.
乙れはそれまであった自然の流れと問機のものを，すく盲
手の届くととろに再現してつくろうとするものである。
乙のためには.それまで.そとにあった自然、の沼や土地.
森林などを田 ・畑・牧湯等に変えねばならない。 一部の
自然の流れを変え.別な自然の流れに似たものを人間の
カを加え(手を加え)てつくるのである。乙れには.獲
物をとる道具と違った別な道具が入用である。乙れは自
然にはないから.ζれを造って使う乙とは，自然の流れ
ではなく，人工の流れを形つくる乙とになる。このよう
に.人聞は人工の流れ(道具1)を使い，自然の別の流
れから食物を得たり .やはり人工の流れ(道具2)を使
い，自然の流れに似せた人工の自然の流れを作り，そ乙
から食物を得たりした。衣料も道具を使い被服をつくり
着，住居も道具を使いruてて住んだ。中では人の手を加
えてとって来た燃料をたいて暖をとった。乙れらの食・
衣・住(燃)は人工の道具は使ったとは言え何らかの形
で自然の流れが基本にあり.そ乙から得たものであった。
しかし.最近になり.全然自然の流れにないもの，鉱
物質から合成する衣 ・伎の材料があらわれた。 ζれは，
全くの人工と言ってよく，その流れは完全に“人工の流
れ"と言ってよいであろう。
居
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以上述べたものは，部分的に人工の流れ，人の手を加
えた自然の流れがあっても.トータノレな流れは，もし人
間が居なかったら生まれなかった流れなので，総称して
“人工の流れ"と言う ζとができるであろう。いやそれ
よりも，言葉と しては“人産の流れ"とした方がより実
際に合致してよL、かも知れない。
そう，乙のような流れが形成されるについては，必ず
人聞がそれをつくる作用力として働いている。つまり，
叫ができ7.>01;1:，箆直+園'の形でで
きる。人が関与していると言う乙とである。また.もう
一つ乙の動きは，いくつかの類の動きの中にあるので.
相互に調整しようとする力が働き.促進したり抑制した
りの力がかかる。乙れは流れの方向のカでなく ，乙れ』ζ
直角な方向から来るカである。 ζれが.或る地域で働い
ており，全体として，一つの統一体がつくられるように
働く。乙のカが.支配力である。前iζ述べた人工の流れ
は.生産と呼ばれ，それをとって来て使う(食べる等)
は，消費と呼ばれるが，生産相互 ・消費相互の調終だけ
でなく.生産と消費の誠墜によって.統ーが得られるの
である。ただ.統→ま.或る規準，意識などは主義によっ
て統一されるので，その統一の姿 ・形は物理や化学の現
象や物質のようにただ一つの結果があるのでなく ，いく
つかの結果・形が可能である。乙のいくつかの結果 ・形
を別々に目標』として統一のし方を争っているのが.人間
の社会の現状であると考えられる。
なお，人間の消費の桜子は.動物や猿類ともかなり異
なり，幼くして産み.長い時間をかけて育てるが，必ー近.
生産技術が進歩し社会が彼雑化したので，乙れに適応す
るため長い知識修得訓練の時間が必袈になり，長期間養
うようになった。また，衣食住(燃)を与える方法は，
家族という組織をつくり .それをとりまく社会が或る形
で与える形をとるが，与える対象は子供だけでなく ，青
年も成人も右人も，更に(与える人)自身も含め.すべ
ての成員に鉱がり.それらの人々に家族の中の役割の人
が捕獲し ・加工したものを配分して与える。物は自然 ・
人工の流れから捕獲する。庖展や市場で買うなどが乙れ
に当る。現在では，比率は人工の流れからの方がむしろ
大きい。乙乙に供給するため.工業や建設等が必要で，
このため地表上が人間生態的な環境として不適な方向に
押しやられている乙とも“人がつく った流れ"の巾に含
められている。
正乙 ζでいう生活は，広い意味の生活，生命体の活動全
体を示す。
村:狭い意味の生活。
持団:生活の科学的~察
まとめ
生物の生活的発展
人間生活の発展を.，.¥(ICして見ると次のようになるで
あろう。
i )生命的活動の段階 一生命と生活ー
第11欠・外界を食べ自らを組織する生物の出現(始
原的生物)→外界の食いつくし，食糧欠乏.
共食い
第2次・一部内部構造の変化，光とAく・炭酸ガス等
による栄径の自家生産(植物)→水の関裂
第3次 ・第2次変化生物の繍食へと適応(動物)
第4次・活動的動物への発展
軟体動物→(肉とfT格)→脊推動物→血液 ・
体皮・恒温性の獲得
変獄→f亘混等→体毛
i)生活的活動萌芽の段階 一親仔関係の発生ー
第5次・生命保護的動物の出現 (.Q類 ・崎乳頬)
麟芽-s篭虫類
H甫食→鳥類
捕手L→町1i乳額有胎盤 (胎内養育)
ii)生活的活動発展の段階I 一社会の発生一
第6次・生活保護的生物の出現 〈猿〉
子供の保育の延長
教育組織(チー母一雄一群)
iv)生j舌的活動発展の段階J(一社会の発展ー
第7次・生活保護生物の出現(人間)
子供の保育の延長 ・完全化
→;:JI(練(技術修得(生産 ・生活) ・社会知
識(集団入り +仲間入りのため)) 
→教育(上の更に純化されたもの ・一人前
になるのκますます長くかかるようになっ
ている。例:大学の教師・医師等30代半ば
まで教育必要)
・捕獲物の範聞の鉱大 一生活の成立一
→食・衣 ・住(燃) (食のみでなく ，衣 ・
住写生活物質と言われるものが，捕えられ
生活K採り入れられるようlζなった〉。生活
体が，食 ・衣 ・往 ・燃等の物質を補食する
と身えてもよい，食は係り入れられるもの
全体の意味で，食とは刀IJなイ号えで乙のよう
な符号に したのである。乙のように~えて
行くととが生活科学と言う学聞にとって弔
要であると考えられる。
・受物人(被袋入)の鉱大
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→子供から 大人まで，全員へと拡大
(食・衣 ・住(燃)の物質を他の動物のよ
うに自らとり自ら消費するのでなく ，何ら
かの組織から受けて消費する形の編み出し)
・道具の発明 ・火の発見
→獲物の鉱大，食物の怪の変化と対象の鉱
大，社会の発生
→生活保護組織
・((子=皆)母)家)ムラ(ムレ)) 
(社会の発生=家族の発生と家族を守り与
える組織=共同体・ムラの発生=生活関係〉
→生産の発生(道具，道具の道具). (生
産活動の組織としての社会=生尾関係)
→生活 ・社会の矛盾の発生と発展
5.生活の特徴
生活は生命体・生活体と言う形で見て行くときその情
造がはっきりする。
生活の特徴点
・生命体が中心て仔なわれている:一生命体とは.外界を
同化し異化して行く過程で.自己を再組織して行
く物質の組織体である物質のつらなりを三う。
・生活体と言う主体と物質のi重なりの系がある:一生命体
と一連の物質の繁りをなし，生命体の物質代謝の
外部をなすもの。③と園との結合体と見
る乙とができるもの。生活の物質的側面 (人は物
質を含む)。
・生活とは③と園が結合して運動するものである:
一化学の化合叫院できる園はいつもあり，
時ICは人も囚として園の仲間入りする乙
とがある。園は大分けにすると，匿璽・
園・固 -三万三ギ一山られ?。
→伍:@-圃-@→のように有限ぞ
述なり，生活とは，人一物一人.物一人一物の無
血の品~r~* ではない。
生活は，人一物一人，物ー人一物の無限の述鎖と
言う定J長*があるが.実際を凡ると乙うなってお
らず.Fの図吋すように ， 図 と 乞~が
交互に速なる有l根のi1!鎖からできている。乙のi1!
鎖には，始めがあり終りがある。
《始め〉 直麹→(生産用問具の道只をつく
易 (道具を佃も使う場合乙の項は省略される)_.
E亙→(生産用具をつく劫→佳皇旦I!J→
(1訓具を使って生産すめ→雇誼→ci
????
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ト匝亙互亙盟→.(ren 5e~→何万百五冨
到 →G豆3→EE32→径互3
→ I*~ü ...， t:4m1→匂玉虫主J→ 匹豆
亙亙図→⑩→ |鑓供されたもの|→(j:
亙面《終り〉 ー
ζれは園についてその変化を見たが.0
についても乙のような図が描ける。そして，問機
《始め〉と《終り〉がある。ただ.生産と消費で
はその2者は分離しなければならなし、。 ζれを一
つながりにすると ，無限の回転になってしまう。
乙の点が，園でたどる場合と異なるのである。
ζれは.化学で物質が化合して新しく速なる有限
の異物質がつくられるのと似ている。生活では物
質は生活を lつ通る毎に人の手を加えられて違っ
た物質になって出て来るのである。
例，野菜 ;I畑で育てられた野菜|→乞三三
診→l泥とヒゲ根のついた野菜|→笹互豆
E亙3→|洗われた野菜|→(ヒゲ狼を切り
23→|刻まれた野菜|→(ナベで煮 ら叫→
|汁としてでき上る|→⑧亙豆ヨ→匪
d tLt:itl→(最終消費者It:飲まれる)
ζれをt~l象的iζ一般化 して啓くと次のような図に
なる。
→置1 →告豆D→W2ベ互豆〉→[Fg3> 
・2正本It:目的生活がある:ー たべる ・tlる・楽しむ等の最
終消費行為を言う。消費主体の生活。
・補助として手段生活がある ・一目的生活をするために，
その準備としてする出舌。消貸主体lζ対して行なっ
てやる世話体 ・民体の行為が一般であるが.消費
主体が自身のためにする乙ともある。捉える・加
工する ・(分配する) ・与える等の行為。
・手駒?為の拡大:一促えるにしても，加工するにしても，
また与えるにしてもだんだん複雑に大がかりになっ
て来た。分配するも，歴史の進歩により平等分配
から応能分配.権力分配等に変って来た。更に将
米変って来る徴候がある。
• J災体は胎盤機能の外化:一外界から物資を捉え ・変成
(性質を変えること〉し ・与えてる機能を持つね
体の働きは，胎盤が母体から血をとり，それを子
供』ζ無~It:変成 し， 与えてやる ， 子供の排出物は
受けとり，低筈化し，母親の身体iζ送(与)って
やるのと，似ている。
. (iij)今⑩の生活がある ・ 一人間の~$It: 'i.
生産め生活が起乙り .白然の流れとは別の人工の
居
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流れが形成される。乙の流れの中から人々は必要
物資を姶い集め生活κ入れてやる。 ζの，自然の
流れに対抗する人工の流れをつくる生産は，ーか
たまりの社会では或る方向に統制されているが，
ζの統制lは消費にまで及んでおり，両者併せて一
つの統一体になっている。
・生活計画の可能性 :一計画は自由がないと考えている人
がいるが，法則性It:乗ればかえって自由を獲得で
きる。乙れには， 部分法則の確認とそれらを組み
合わせた湯合の全体の繕造It:鐙合性があるかを見
て行く乙とである。乙の2つが，計画学 (ζの場
合生活計画学)に要読されると乙ろである。
本・東北大学 佐々木嘉彦・他の主娠した“生活"に関す
る一説
生活と呼ばれるものもー織ではない
生活』とは，何種類かの怠味の異なったものがある。乙
ζではそのうち，段階的に4種類のものをあげておく。
・生活1とは :一生命体の活動の全体を言う。(広義一
内・外活動)(生思活動を含む)
・生活2 とは:一生命体の内部の活動を“生命活動"と
言い.外部の活動を“生活(活動)I"，生活体の活
動等と言う場合の“外の活動"を言う。(狭義 l一
外活動一生産 ・再生産活動)(生理活動不含】
・生活3とは:一人聞が生れ.人聞の活動が生Aと消'{'l
』ζ分かれたが，その消費活動を(“生活(話一動)Il
"と)言う。(狭義u一純消費活動一再生産活動)
・生活4 とは:一家庭を中心とした消費活動を(“生活
(活動)11"と)言う。(狭義川 一家庭生活活動ー
‘再生産活動.) 
生活の発展l立生命体の発展の延長線上にあるーその発展
の方向は“生活完成 (よりよい生活).の方向一
生命体性活I体)は，より外界』ζ適応するよう内部
構造を変化させて米たが.外部の活動=物質巡動(生活
2体〉の構造も外界』ζ適応して変化発展した。しかし，
それは成体自身が外界に適応するよう変化したばかりで
なく ，或る段階で仔体を養う特別の物質循環のノレー トを
っくり出すと言う適応のし方も発明した。乙れが世話体
の始まりである。乙れは発展して人間の家庭(生活体)
になる。つまり，生活(生活4体の活動)は，生命外;が
よりよし、条件を獲得しようとする路線に沿って発達して
来た結果できたものであり ，そもそも生活(生活3体の
もとである生活2体の活動)は，応矧のH甫食.1獄主(jのIfji
乳等外界』ζ対して一番弱い状態にある仔』ζ対して親が行
持問:生活の科学的考察
なう世話体と言う形で生れたものである。人間の世界で
は，乙れは家庭が行なうようになり ，食のみならず衣・
住(燃)も供与するようになり ，更に対象が子供のみな
らず家肋点目全般に砿がった乙とはIIHζ述べた。更に，
ζの機械が1Ji)綴している対象に対しては，乙れをとりま
く社会か何らかの形の家経代煙機能体をつくり，それが
生活諸物資を供与する仕組みiζなっている(→社会編祉)
。乙れらを見ると，生命体一生活体が一つのfj向iζ一線
的lζ発展して来ている乙とが分かる。
ζの}j向は今後更にのびて，その延長線上には生活を
主iζ考えた社会J函，生産主.&ではない生活主設の生活
計画がなされなければならない時代が，早晩やってくる
であろう乙とを予想させるのである。
生物発展の費量終段階は有胎鍵動物
生物は，他家栄長生物(原始的な生物)→門家栄養生
物(純物)→再び他家栄後生物(動物)→活動性の憎大
(ホ会介村M!功物)→iUVr!1・活動範囲の史なる地大(
恒ゐ，'Jó:LifVJ物) →生れた停の保護 ・ 餌養}j式の~f!} (=き鳥
類・峨乳頼)→仔の係議 ・栄養方式の胎内化の獲得(=
有胎粧主物)の順て・発注して米たと考えられる。生物の
発版では，一応乙乙が極であるので，生物発l阪の絡が有
胎麟Hと礼る乙とができる。生活は，乙の路線上iζ発展
している。
*会発!必至IJi主の緑の怠
人間の生活機能は胎盤機能の外化したもの
人間にいたり，手足の形態の分化と機能 ・役古IJりの分
化.liJúJ、前D組主 ， 眼と首の特殊化. 舌U~のZ活発音化 ・
耳等の発i!により，外界の情報のキャッチ ・移動 ・働き
かけか巡った形のものになり ，遂に道具を生み集団をつ
くる乙とによって.広い範i羽から新しい物資を12宮に獲
得できるようになり ，臼然の流れとは別の人工の流れを
つくるようになったが，乙れは生産と言われる物質遥動
の流れができたζとを示している。 ζれは.自然の流れ
の'1Jから生活必長物資を捉えて来る行為，促えて来て勺
える行為が..i{.[具や知識・技術などの力をかりて更に発
展した形のものであり，世話体の発達したものである。
生産を含めた消費のための組織体，乙の場合は生産は消
費のための準備と見る ζともできるが，乙の組織体は社
会をはしている。乙れはyじは世話体から1.1発した乙とが
分かる。この世話体の機能は，外界の流れから生活必要
物資をと勺て来て紋終jf'j~体 Ir.与えるのであるから . 目台
費量か母体(外界)からチ供(必終消費体)IC栄疫を与え
るべく .I::j:$.見の血を受け，それをチ供の身体』ζ受け容れ
??
?
???，?
られる物質に変えて送り与えてやるのと似ている。物質
流動と言うI函で見ると.子供にとっては外界の物資の捉
え・加工変質 ・分配供与と言う意味では，胎盤も世話体
も同じような機能.同じような役別りをしている。そし
て.原初的にはとれが社会をつくる基本の一つになって
いるから，社会は胎盤機能体(システム)の外化したも
のと見てもよいであろう。
生産の発生と外界の流れの変更一人工の流れの導入ー
人聞はやがて生;ftCをするようκなる。乙の生皮も“生
活"と呼ばれるが，生産の物質巡動的意味をJ5えると，
狭い意味の生活4とは異なるのである。人間の外界の流
れ， そ乙から人間が諸生必物資をl~る流れが， 以前は「臼
然の流れ」だけであったが，生館によってζれとは別な
「人工の流れ」もつくられるようになった。現在ではむ
しろ乙の方が比ユ字的K大きくなっている。従って，“生
産"は人間をめぐる物質流動の怠昧では，“1向t!j..や消
'i!のための“世話行為"などとは穴ーなっているのである。
乙の点，混乱を避ける道を4・えて行かなけれはならない
であろう。
生活の姿は諸!!，体の配置の姿
子供の生活を凡ても，朝起きて・6t面・便所 ・家の掃除・
食事・支度後校校.学校でJ受業時間と休み ・昼食 ・体育
等の時聞を~し.クラプ活動をして下校，家から墜ぺTっ
たり，ど乙か友達や社会空間で遊んだりして家iζ川り ，
入浴し夕食をたべ少時テレビを凡たり談笑したり して勉
強し.剥浪する。就寝は翌朝起きる時閉まで続く ，と言
うようなすζし}jをする。子供のいると ζろは，n.，c最
低の生活必安物資として食または衣や空間やエネルギー
がうえられているのである。乙の他，製なら先生とか，
凶1自館なら凶持やレファレンサーとかが与えられる。つ
まり，その胞ぷを特色づけているものがうえられるので
ある。
乙のように凡て来ると，施e;it・空間は，乙のよう江も
のを与える組織体であり.11r.!.!.えるil物 ・広場等は，
その組織体の1]に見える空間部分なのである。乙の組織
は，外部から物資を捉え，施設を使う人にうえでやる役
目を来たす。今r.1: jt¥げたのは，大別すると 3つの雫!日1.
従って3つのlit訴体になる。一つは，家庭で，食物や寝
只 ・ 寝室を供し，子供』ζ食 'J~をとらせ就寝させてやる世
話体('災体)である。勿u命.乙の他，居間やテレビを与
え家族自身の問禦やテレビ観賞を口J能にし . ~室 ・ 洗I面
目Tr・使所等を時俄的(スライス)にして与えて入浴 ・洗
出・緋使等の行為をlJtiEにしてやるし，部屋と崎チ・机 ・
( 13) 
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本・本側・他.静かさ・孤独(不妨答)等を与え，勉強
などもできるようにしてやる し.ステ レオや楽器等を与
えて音楽を楽しませるととなどもさせる。二つ目は，学
校で，教室・椅子・机・黒板等並びに先生を与えて，俊
業時間1;:勉学ができるようにし，校庭・ボーJレや速動用
具等を与えて休時間』ζ遊びゃ運動ができるようにしてや
る。勿論，勉学・遊びとも，相様のいる乙とが必要な場
合が多く， ζれを成立させるために，友達 ・仲間も与え
てやるのでーある。学校の利点は乙のようなと ζろにもあ
る。子供の勉学の内容は，自然に対する知識(自然科学)
やそれを言葉(言語)や数式(数学・理学)にのせて考
えるととばかりでなく，人間栂互の交わりの知識(社会
科学(社会知識))をも実際を通じて修得 ・体得させる
乙と等を含んでいる。乙れに，休み時間・クラブ活動 ・
放課後活動等が，使われる。また.生活の喜美や生理的 ・
衛生的側面からも，食事の時間はかかせない重大なもの
になっている。乙れに関連して，子供の発達にとって正
しいやり方がいろいろ試みられる。乙の他，子供は育つ
ので，太陽・空気・運動が必要であり ，それらを採る ζ
とができるようにしてやらねばならなし、。 ζのように.
綴々の乙とが学校では行なわれ，そのそれぞれの要求に
合致した物資・人聞を適時に供与してやらねばならない。
乙の子侠の生活を計画し.実行するためには，先生や学
校関係者が，学問だけでなく子供の発達に関して1，¥.fζ研
修する必繋がある。 つまり，教育に対する知識 ・技術と
能力を持った作用する園としての先生が， 子供述に
供与されなければならないのである。第三は，社会で，
乙れは 1カ所ではない。また，いろいろあるから社会と
言えると思うが，公闘で休む ・遊ぶと言う場合公園を，
休むためには一定の大きさの拡がりと樹木・静かさ ・安
全さを，更に運動のためには種々の鍛伎もできるよう広
い空間・芝生・緑蔭等を，公共機関が与えなければなら
ないで‘あろう。塾に行く場合.教室・机 ・筒子 ・先生 ・
時Kは学習器具(ピアノ ・ソロパン ・語学機器等〉を，
当の施設が与え(設え)学習が行なえるようにする等。
その他，友達の家とか他の公共的施設等があるが.それ
らは以上の説明で分かると考えられるから省略する。
以上のものを，図κすると図-9のようになる。
人々は，多くの生活供与体の悶を往き来し， 一部少数
の生産体の中κも価値造出のため働く人もいる。
生活は統一体をなしており ，統一の方法も一定化されて
いる一基準生活と統一シンボルー
生活は，地続的1;:様々の形の統一体をなしており ，そ
れはより上位の統一体に統合されている。その夫々の統
居
CJ4) 
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図-9 子供の生活(時間的円グラフと施設)
一体は，統一のテーゼがあるが，それは実質的には統一
を構成する基準になる生活の決定，全体の統ーを保つた
めの合言葉乃至精神的焦点からなっている。後者は，言
葉による懲芯*・像による無言aの心的イメージ(心像)
等がある。合言葉 ・合級会、等をつくる手段として，常な
る教育・2伝 ・信仰などが無意識的・意識的に利用され
ている。或る社会で.特定の人が有名になっており，そ
の人をrt心に何でも事が行なわれるような現象がよく見
られるが， ζれはその人κ体現されている行き方を承認
し，その人をクローズアップするζとによって，或る段
階の生活をし，社会のまとまりを或る方向1;:導ζうとす
る乙とのあらわれである。乙のように，或る形の生活を
して行くための手段 ・目的で無意識的にζの形の社会が
生れる。別な人がリードしたら別の生活の姿が生れて来
る。争いは， ζのためにも起乙ってくる。
*:7リノフスキーは.文化についてそれを成立させるた
めのζの極の告l肢を慾市と言う言葉で言っているが，
持団:生活の科学的考察 -205一
ζ乙ではそれに近い。 f文化の科学的浬論」岩波書庖.
生;舌の一回生起性と次の生成の俊徳一生活計画の基本一
生活札 l 回生起すると，あと③は③( IC~わ
り.幽は園"ζ変わるから，原則的には l回生起
性のものなのである。ただ¥乙れが同じようなものが毎
日とか毎月とか生起するのは，タイムスケジュー ノレによっ
てそのととがまた行なわれるよう頭脳に計画が打ち込ま
れており，物質的にもそれが行なえるようliの行為の後
片づけがなされ次の行為の準備がなされているからであ
る。つまり.再生させる長剣道の装置(記憶性.スケジュー
ル計画性)と，実際の人の役割り的巡り(役割分担 ・社
会)か仔在する乙とが再起性の基本であると言うととで
ある。乙れがあるために，反復運動が行なわれているよ
うに見えるのである。
乙の乙とが分かると ，生活の計画をするのに必要な重
要なポイントの lつが分かった乙とになる。
人聞の生活機能は人と人との関係=社会によって形成さ
れる一社会は生活の人間的側面一
ほとしての働きとか，父としての働きとかは.単』ζ子
iζ対してnとか，子』ζ対して父とかとーまうのではない。
生活を支える家族ときうものが形成されていて，その中
でのBJ:.その中での父なのである。その家族も，それを
含む生活擁護集団・共同体の中の一員なのである。乙の
ような社会的繋がりの下に，母は子IC対して母としての
機能をし.父は子IC対して父としての機能をする。
i差IC.乙のような裂なった機能体が集合して全体を形
づくっているが，乙のような全体の機能体集合の構造が
あって，その中で母と呼ぶ倒人，父と呼ぶ側人がある。
字で冷くと .母とか父 ， 符~で書くとOZRA ，更にひと。ベコ 祝いのになるとよ ，とflIj等の符号ICfu}してしまうよう
なやりβもあるが.父ゃGJ:はとのような一点的なもので
なく ，機問にかけるとすれば，やゐ のような
特化した花柄僕織になるであろう。乙の花柄を，中心の
一点』ζ縮小簡略してしまったのが.一般に身えられてい
る社会観である。上の凶のような機能体の集合が生活構
造であるか，乙れを他象化してof等と人間の関係だ
けを占くのが社会学 ・他の一般に採用されている社会の
概念であろう。乙れを見ると ，社会とは，人聞をその活
動をftl象し，活動を-}誌に縮少してその紫がりを見て行
くものである。つまり，生活関係の人間的側面のみを抽
象して見たものが社会と汚う ζとになろう。 ζれは.e記l
k示すとiヌ}ー l似〉ようになる。
乙のように社会の諸科学も，もう一度生活lζ戻って考え
( 15) 
生活そのものでなく、その基ICなる人間の
関係だけを見る図
c>$ 
生活そのもの 社 会
図-10
ないと，問題解決が見出せないととがある。乙れで.t士
会の意味が日月穫になったと思う。
6.生活の問題
一般に.現代の生活問題と言えば.公害や交通難・交
通禍等の交通問題.者宮市問題.家庭 ・学校における学童
の暴力問題.:)尚子・登校矩否等の問題，老人間通等があ
げられる。この他ICも問題はいろいろあるが.乙とでは
乙く一昔日の問題をとりあげる。
現代，生活の問題は.生活のM礎である生産の進歩，
技術の向1:..知J:lの豊富化・深化.時間の捻出の容易さ，
生活の郎r!i化 (civilization).金がたやすく得られた
り，危険な物が手近に手に入り易い等の条件がfむなって，
以前とは大分変ってきた。そればかりでなく ，そのため
新たに生まれて来た問題もあり .5l!IC.とりのζされた
問題.lis市化しているために起ζる問題等がある。
食の問題:添H酬は，生活を前進させる面もあったが，
逆に健康上の問題もひきお乙 した。栄j幸は足りたが肥満
(一種の栄養失調と言われている)や不健康(例，膝関
節の痛みの問題等)等の問題が:1:1て来た。食管flI1・運動
〔生尼僧oiJU.J.運動できる協所〔居住空間上)の問題，
つまり現実の問題が数珠つなき‘になって横たわっている
問題である。また，健康のため向身の魚を食べなければ
ならない等，食計画の問題は食精問題，経済学[社会科
学〕の問題iζ速なる。
また，'{:二校給食等は進んだが.チュ リー ップスプーン
(先制れスプーン)の問泌や教行での食事の問題';1..食
事とは何かを線本から考えさせる問題である。食'Jlは，
教室での勉学』ζ劣らない子供IC与えなければならない重
要(教育)'Jl項のーっと考えるなら，方法ももっととれ
る。例えば学校で食堂を.~Iζ レストラン的なものをつ
くり.そ乙!C3極4馬のカトノレリィをそなえると;4う計
画もできる。 ζれらは，すでに少数例ながら実施されて
いる。正しい食内容 ・正しい安努 ・正しい7 ナーを学ば
せるのである。
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衣の問題:一即l着を化織にするのは一時の流れで終っ
てよかったが，火事の時ガスがtl:lる等非常に危険になる。
乙れは，何も被服iζ[1良らず建築用材にも使われ，これま
で多数の人命を失なわせてきた。
また，日本は気候風土も西欧と異なり，文化も違った
ものが育って栄えていた土地であるが，現在は一様に洋
式のものになっているようiζ見える。乙れでは，何か新
しい様式ができるのであろうか。体躯が西洋人と遠い，
首も短かいし，気候のためばかりでなく，努がネクタイ
をしめるのは大変であるが，乙れiζ対する工夫がなされ
ているか分からなL、。緑近.外国の人(と言っても東洋
の人)が，見方によっては不格好にも見えるが襟がゆっ
たりと仕立ててある洋服を着ているのを見た乙とがある。
あれは着よいからか。今和次郎氏は，ずーっとジャンパー
で通した。それと，もう一つのポイントは袖である。初
服の持っている長所は，生かすζとはできないものであ
ろうか。洋服では，女性の服装より男性の服装の方がずっ
と身体にきつく感ぜられると思うが，ドイツの高名なパ
ウハウス悠築家フソレーノタウ卜'i.高崎IjJの達F雲寺にこ
もり，日本文化について考察し，和服の長所を開発して
新しい服装を創出せよと言っていた。
住の問題:科学技術の進歩で.住築材料がガラリと変っ
たが，内壁画を見ると.生理的に人間の健康を守れるも
のになっていないし，前述のように火災の時等，有毒ガ
ス等が生じ，危険なものになっている。生理的な問題と
して，木 ・草・土が使われることが少なくなり，使われ
ているところも表面に薄膜塗料が塗られ，身体の生理iζ
応答しないものになっている。
聞取りゃ意匠の爾でも，住宅の家族生活への意義が極
度に強調され.住宅の社会生活的怠義は軽く見られてい
る。釣り合いのとれた発達が望まれるわけであるが.小
面積合理化の方向に利用されそうな考え方が，人々の頭
の中に漸次入って行っているようκ思えてならない。
国民にどのような住宅をどれ程与えるべきか，それが
特定の階層iζ限らず，いろいろの条件の階層の人につい
て検討する必要があろう。
非行・暴力 ・登校拒否 :ζのような現在の発生を，紛
が悪い・先生が悪いと部分的にせよ各々責任を持ってい
るととろにその買を帰す考え方が多いが，もっと根本か
ら考えないとならないであろう。乙のような事実の起乙
るメカニズムが採られねばならない。乙れiζは，次』ζ示
すような考え方・態度で研究を進める必要があろう。つ
まり.時間の余俗・空間の余絡が必要で、あり ，人から管
理されたものでない，自身発達の中から出た要求が満た
されるシステムが与えられなければならない。そうでな
居
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い場合，例えば施設を造ってやっても誰も使わないと言
う現象さえ起きてくる。結局は社会の競争の問題等栂底
に横たわるものを変えることをせねばならない乙とにな
る。
老人の問題:老令化社会が刻一五IJ近づいているが， 医
療制度の改変(悪)等年寄りには住みにくい世の中が迫っ
て来ている。コンヒ。ュータ一等近代技術が発達している
から，圏全体として見れば老人を含めた人口をどの位養
えるのかは分かる。もし，養える乙とが分かれば，あと
は生活物資の配分の問題となる。日本では，老人の能力
も若人の能力も.価値的(経済学的)だけではく技術的
にも同等のものと見なされるから .I品、頭で新しい技術
の入りにくし、老人は社会の総生産活動に入り込めなくなっ
てしまう。それで，遊ぶしかないか，低い賃金でガ7 ン
するしかなくなる。が.養う方はますます少人数化し，
養なわれ万は多人数化するから，年金の矛盾はますます
多くなる。乙の，少人数が多人数を扶養すると言う論は，
老若男女を間わず.抽象的な人間として l人は i人と し
て勘定されるから考えられるのであろう。 もし，それぞ
れが年令1[.応じ持技に応じ社会の生産(サービスを合む)
lζ一人前として参加できるのであれば，老人もかなり肩
身が広いし，その上やむを得ず年金でくらすようになっ
ても，当然の配分として心位かにそれを受ける乙とがで
きるであろう。長生きが若い人に済まないような世には，
お互したくないものである。
身障者の交通 :身障者も自動車の免許が許ーされるよう
になって，身障者の活動の範囲は拡がったが，目の不自
由な人は乙の恩恵にもあずかれず，交通では犠牲になっ
ている。誘導路も.凹凸が大きく，危険は多い。道路に
しかけを埋め込んで杖iζ感じさせるとか，盲導犬とか，
まだ追究しなければならぬζとは多かろう。
自転車道.西欧では.道路の脇iζ別にアスフアルトの
通があり，そ乙を自転車で行けば全欧州中の国々へ行け
るようになっている。自転車は，健康づくりに非常によ
い道具であるが.自動車と一緒の道や，頻繁花自動車道
と交叉する道では，危ないし自転車に乗っていられない。
日本にも耐刊のような道がほしい。乙れは，通勤用の日
動車を減らすためにも必要な乙とであろう。
子供の遊び場:子供li.替は学校から帰るとカパンを
家の中iと放り出し，夕方になるまで広場や川や山で遊ん
で帰った。その間に，自然と交わり ，友達とも交わって
大人』となる準備をし，かねて身体も鍛えたものである。
現在は，遊ぶと乙ろはずっと少なくなったし，宿題 ・塾
等で子供が遊ばなくなった。また，友達を終生I人か2
人等限る傾向が著しく なり ，ムラ集問的な不特定の人々
持凹.生活の科学的考察
との遊ひはしなくなった。地以コミュニティは隣り1:誰
か住むか分らないが，知らない人でも相応に仲ょくしな
ければならなL、。子供の遊びはその時の幣備をしている
ようなものであるが.現平Eのて子供はこのコミュニティ入
りの準備練習をしていないようである。将米.郎市も農
村もみ;当』ζ隣りは何をする人ぞの集合lとなってしまうの
であろうか。
7.生活の学 (r生活そのもの」の学)
生活学
生活学は.何を追求するのか.学として成立するのか，
ζれが長い間考えられ言われて来た乙とである本
物の面からの追究(自然科学)とその矛盾
生活は実体がなく，研究の対象もなし、。むしろ，生活
物資を科学的に研究し.人々の日常の生活(くらし)に
有用なものを発明推進すれば.それが即ち生活向上 ・生
活改1f.11:役立つのであるから，物質の研究を推し進めれ
ばよし、。乙れを‘生活科学'と呼ぼうではないか。乙う
考えている人も多いと思う。更に，化学:は物質変化だか
ら ， 生活改~Iζは‘生活化予'と言う言葉か一応直裁的
でよろしい.と考えている人もいるようである。私自身，
若い頃多くの人から住吉の改善は新建材料の開発lζよる
ととろが大であるから.生活科学に絡をおく.{5'はよろし
く新til材の研究をすべきである，と言う御教示をうけた
まわった乙とがある。たしかに.物質の発J訴は生活の改
善をもたらす。が，乙乙にも幾多の問題が治んでいる。
一つは，その物質がJ.II:入れば効力を発却するのでよい
が，(uJらかのflJ!r!3て、予に人らない湯合，それは問題だか
ら経済にまかせれはよい，つくる方はもっと安い材料金
開発して持κ行きわたるよう工夫したら如何か，などと
言われる。が，実際lとは“経済の問題"だとの門家Kま
かせても'1態は改lf，きれないし，衛生 ・耐久・価格等が
程よく安い材料を開発する乙とも.そう'i:々 とできるも
のでもなL、。うっかりすると，安かろう悪かろうの商品
が氾漉する結果にもなる。それより .問題は，何百年何
千~I:使って来た年月』ζ洗われ生活』ζ ピッタリ合った優秀
な材料をどのように'!i:く持の手』ζ入れさせるかの工夫に
あるのである。また，rtiJじ材料を使っても，とう生活1:
合致した令間を生み出せるかの聞のとり}jの工夫や物の
配凶の1:え，及びそれらの巡問のし方等の乙とにあろう。
~Îj.nl ;l. f l:'t問題と古われ . 後 ιー は住居計liflj と言われるも
のである。 ζれらの追求が准めは，大きな平IJ伎がi!}られ
るし，公共の)JII:頼らなけれはならない時.と乙1:何を
どの{il，依頼したらよいか守のととぞ明かにする乙とがで
きるのである。
????
品!i， 新w材なるものが多く持及して来たが，いろい
ろの問題が起きている。まず，性質から言うと，在来の
長い間使われて来た材料に比べ，総合的に見て在来のも
のを抜くことができるものはそう多くはないのである。
ただ，一面だけを見るとすぐれている而もある。i91Jえは¥
或る若い科学省が自分の家を新建材で建てた時，新建材
で多くの人々がともかく住居を手κ入れる乙とができる
ようになったのでよかったと苫うのをきいた乙とがある
が，たしかにその面ではそう言える。しかし， 安かろう
惑かろうの材料で家ができ.あまり時間もたたないうち
に，もう占い家， fぞいたくないような家になってしまっ
たとしたら問題である。辰近では住宅は，20年30年はも
たせないでゆ数年で悠てかえている人がある。乙んな行
き方には，首をかしげなければならなし、。安物を次々と
使い古して行くのでなく，長く続く良いものを愛用して
行くと言う生活も考えなけれはならないのではないか。
乙んな点で日本の住宅は，昔下防の人i童が住んでいた住
宅にくらべてさえ，一部の人々が言うようによくなった
と言えるのであろうか。住居の乙とばかり話題にしたが，
食や衣ではとうか。衣は日本は.早く世界水準Il:i主し.
先進国を追いとしたと言われている。また，食もアメ :J
カ』ζ長くイ'1:んでいた人が宅似りして， Uふ;で友人の大学
教授婦人の夕食』とよばれ， ifiJHLれ食べてるの，負け
たわ，完全iζ負けたわ，アメリカが敗れたのよ」と三っ
たと言う乙とを.当の大学教短編入からきいた乙とがあ
るが，これらの次 ・食の進歩』ζ，化学工業 .T:.l~・2手の進
歩が寄与した乙とはたしかである。しかし， 衣・食とも，
生活段式仁の問題や健康上のn.l]題・防災等の凶で見ると
いろいろと問題がないわけでははいように見える。
人の面からの追究(社会科学)とその矛盾
以上';1.，生活を物のI函から見た見方であるが，では生
活を人のl而から見るとどういうことκなるであろうか。
まず，主体から兄て行乙う。 F供;の問題は，その生活向
上を考えると，まわりの人たちの心づかいとともに常K
物質の乙とを4号えなければならない。学校でのとEr.sーでは
適当な教室や遊び喝 ・運動助 ・遊只 ・緑峰・よい芝生士与
を与えられるか何かが改善の条件になるし，住宅でもチ
供の個室・そのけ10)机・尚一F・本 ・本側・学問機1*・音
楽問機器 ・ 楽a~ ・ 家族のよい教育 ・ 指示 ・ 心配り ・ その
{せめ~社会宅問でも公園 ・運動湯 ・遊具 ・自転il[も行け
るiti路・J.近Il:iiける白然の活保や川 ・諸々の公私のチ供
用文化』払交・その他の必要なhIli'&空間及びそれらを f供
の体K合うよううまく管昭巡営する優秀なT'fflUi'子供
の遊びの議持者浮か，生活向仁 ・子供の発注のための条
件になろう。 )t人にしても，生活はその住居・f1~併用具 ・
( 17) 
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消費物資・世話をする人 ・必要な社会空間・社会施設・
適切なそれらの運営者等が必要であり ，必要織成員欠損
家庭の場合もその生活を成り立たせるには，欠損iζ応じ
た特別な公的・私的な物と人(人自身と心)の援助が必
要であろう。勿論，生活者本人がどうするか考えるため
の諸便宜や知識・情報なども与えなければならない。身
障者や生活成立が困難な人々にも，同様な援助・配慮が
必要であるし，一般の人々に対しても現在の生活，特』乙
都市生局をするのに者自市計画・住宅地計画・文化政策・
他いろいろ物・心(身)両面からの公的な，時iζは私的
な相互的な支持・援助が必要であろう。
乙のように人の函からの追求は， 一般に社会科学的研
究と言われ，物の研究ではないと考えられているが.生
活の研究では物質とかかわらざるを得ない。
*:生活科学や生活の名のついた学科・講座を待つ大学
では，出発の当初から果して「生活学Jと言うものが
成立するのかが，科や講座の中だけでなく.そのまわ
りの学部内や学校の単位で論議された。特IC，その科
の廃止に伴なう論議ではそれは激しかうた。東北大学
などはその例であり，今でもこの論議はなされている。
生;否科学の道
以上述べたように，生活は物質の函から見ても社会と ，
人の函(社会)から見ても物質とかかわらざるを得ない。
つまり，人と物質の両面を持っている。その両者が組み
合わさっているものだと見ざるを得ない。それを追究す
る科学も，純粋に物質(自然)の科学，人の科学と割り
切れるものではない。生活科学がもし存在するとすれば，
それは自然科学でも社会科学でもない，その両者の現象
を含んだ別の科学になろう。科学は対象の性質に沿って，
その性質が決まる。では.生活はどんな性質を持ってい
るのか。生活は，乙れまで何度も述べてきたように，純
粋iζ自然の現象でもなければ純粋に社会の現象でもない.
③と園が結合してなされる物質運動と考え られ
るもので，乙の①は生物的人ととも叫会的人を表
わしている。そして，人も物も生活の前後で違った性質
のものに変化する。また，乙の生活はその生活から出さ
れた物を媒介にして次の生活と連っている。乙の物は，
嘆いや香り，味ばかりでなく.音とか光とか空気の動き，
更に電気のカや磁気の力等までを含んでいる。乙れらは
情報にもなりうるものである。また，物質運動，物の動
きだけでなく ，人の動き，人の身体の中の物質の動きを
も含む。栄養の動き ・身体内の物質の動きの状態が明ら
かになるととによって，疲れた身体・回復した身体等が
説明されるのである。ともあれ，体外物質の運動による
属
(18) 
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生活は，相互に連っており，体内物質の運動による生活
とも連っている。そして，乙れは或る一定の方式で相互
がまとめられているが，まとめについてはまとめる方向
の別の入閣の働き(生活)が作用している。乙の相互に
連なっている生活は，いつも整合的に迷っているかと言
うとそうではなく，いろいろな形で相互に矛盾もある。
乙の矛盾が起きて来るのは，相互の生活自体に原因があ
る場合もあるが.まとめのし万にもその要因があるので
ある。つまり，まとめのし方が変ると矛盾の様相が変わ
る。それまで矛盾であったものが矛盾でなくなると言う
ような乙とも起乙るし，その逆も起こるのである。乙の
ように，生活はーまとまりになった全体と各部と言う形
IC構成されている。そして，各部にも全体にも，相互の
整合性，バランスのとれた釣り合いが求められている。
対象が乙のように，人(社会)と物(自然)の両面の
結合の集合構成からなっており，その構成が全体(物・
人両者の構成)的な解決(釣合・バランス ・正常な発展
等)を求めているのであるから，これを追究する科学も，
自然科学・社会科学と鮮明に分けられるものではないで
あろう。乙の両者の入ったような，またはそれらとは別
なと言った方がよいかも知れないが，自然でも社会でも
ない「生活jと言うものを対象とする科学と考えられる。
生活構造の学
乙の科学は，大分けにすると，生活各部の部分的な追
究と全体のまとまり・ノミランスの追究に分けられるであ
ろう。前者は物の方面からの追究・人の方向からの追究
であるが，後者は生活の構造の追究がその基礎にならな
ければならなし、。ζの生活構造は，人によっていろいろ
κ描かれるが，生活の学に携わっている人の多くが，ζ
の構造があることを感じている。ただ，まともに乙れを
テー?にして追究する学問はまだ幼いし，専門にそれに
携わる学者も少なし、。そして，それらの人達も論はいく
つかに分かれているのである。
われわれは，誰かが生活構造を明らかにする学聞をし
なければならないと思うし，生活の各部を追究する研究
者も夫々に全体のまとまり，つまり生活の構造を頭に描
いて自らの特殊部分との接合をはかる必要があると考え
ている。
科学が各部の，特iζ物質の性質を追究し，有用なもの
を開発したり新しい物をつくったりして行けば何もしな
くても生活が向上したと言う科学的レッセフェールの時
代は，実は公害や交通難・都市問題 ・退廃の問題等が起
きて来るにつれて，終りに来たと考えられる。科学は両
刃の刃である。原子力Iζ しでも化学薬品に関する研究に
しても細菌や遺伝子に閲する研究にしても，それは懇く
持削:生活の科学的考察
使われれば，人知にとってとりかえしのつかない結果を
もひき起乙す力を持っている。人聞のがj進に力をそえる
ようなJj向iζ使われれば人聞に計り知れない利益主をもた
らす。乙の運用も，現任は科学の対象になりうる。 ilifi
の科学である。生活のマ:は，乙の辺倒の科学そのものと
も考えられるのである。自然の物・人工の物を，人間活
動の巾にとり入れて活mして行く".illif日の学"である。
「生J舌J=生活そのものの研究の必要
乙れまで述べて来た中にも，また既存の研'先の中にも，
まだ悶ニ活そのものJ・1，(ついての研究がなb、。例えは.
<寝>について寝室や寝具1(1測する研究はあるが. i寝
るJと言う行為についての追究はなL、。“眼目民"と言う
ζとは多くとりあげられているが，その睡眠をとる「寝
るJとか「就寝JとかはとりあげられていなL、。<食>
についても，“食生宣"や“食器"・“食納・食物 ・食品 ・
保蔵・凋理・栄養・衛生"等はとりあげられているが，
「食べるJ• i食べて00をするJと言うような行為は
とりあげられていなし、。<衣>も ，“材料"や被服の
“織成"再生等のための“整.fl型"等物のl函はとりあけ'ら
れているが. iむる」 ・「符て00をするJ:tFのζとは
とりあげられていなb、。<住>，ζついても. rム合の部
I~を使ってcxコするJ と言うような乙とは半ばしかill究
されていなし、。つまり ，総じて f行為J• i生活そのも
のjの追究が行なわれていない。
今.<食><衣><住>とえう形で述べて来たか，乙
れは在来からのEい方で，馴れているため乙のような分
け方にしたが.実際は.生活ーはこのようになっておらず.
絞るにしても食べるにしても，寝衣ー寝具一(寝台)ー
寝室(床 ・壁 ・天井) . 食物ー箸 ・ 8抱一食卓一食衣-~
只一食蛍写，食 ・衣 .{_tの物質の二省または=者がかか
わっているのである。乙れ4ζ(燃)つまりエネルギーが
加わる乙とが多し、。乙れで見ると，食生活，衣生活，イ主
1:.活等の言い方は，生活を或る方向から見た見方で，実
際には存在しないものであり，物事の抽象である。ただ，
学問の進めのためには，ζの他象は必要であり，乙れか
らも食生活・衣生活 ・住生活の考え方は必要であろう。
そして，乙れは引き続き追究を深められるべきであろう。
ただしかし，生活字はζの三省・の夫々分離したO一生活
学u の迫究だけですむかと言うと ，そう言うわけには
行かなし、。乙の=者にわたる物質を使用 しての「生活そ
のものJを迫究し，生活そのものの姿を明らかにすると
ともに，その生活が外部にはどζでどのように述ってい
るのか.どζをどう仰せば生活が向上するのか等を解明
し，全体の構造とと乙がどうi!I!っているのかも明らかに
し，全体のあり方かどのようであれば部分がどう良くな
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るのか(協合によったら慈くなるのか)写ーを明らかにす
るのでなければ.部分の生活の釣合いやバランスさえそ
の方向も凡出し難いと言う乙となのである。
生活構透の姿の解明の必要
上述して来たような生活の見方，即ち「生活そのものJ
を対象にし，その速りをたどって見て行く見方，私の生
活論ω邑態論)のような見方で見て行くと.生活はいく
つかの酪IJ)の機制本の1.1.1合 ・結合したものになっている
乙とがわかる。乙れを図iζ示せば，次のようになるであ
ろう。
機能体の1具合・結合としての生活締造体図
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図-11
これは，前にも示したtn~ 、素捕であるが，吏lζ細かい
機能体の解明，相Eの作間の関係を迫究して行くと，少
なからざる比率で人々の個々の部分的な研究への何らか
の指針が得られるのである。乙れは，例えば，住宅の間
取り ・内部仕織が何故そのような形をとるのかと言うPJl
巾をっきとめたいとき ，乙のζとが役立つ。農家の間取
りは或るJfjをなしており ，行s屈の内部の床 ・墜 ・天井は
或る仕方のデザインがなされているが， ζれらは使用さ
れる時，とんな目的・どんな幼合，誰がどのような袋容 ・
服装でどんなζとを行なうかと言う乙とにかかわってっ
くり山されている。つまり ，生活にかかわってつくられ
ていると三う乙とである。ただ，それにかかわる生活は
多いのであるが，その中の一番iζ優先的に考えられる生
活体をミニマックスと して容れるような行き}jで形づく
( 19) 
-210一 {J: 
られている。他の行為は，ζの空間で間に合わせるよう
にしてある。乙のような生活の泡擁初造があるが.乙の
ようKして間取りされ，デザインされた空間を予定空間
と呼んでいる。今，生活を容れると古ったが， 乙れは一
般の日比槍笈するように言ったのであり ，空間は生活と
その容れ物と言う関係ではなく，人と空間・衣装・食事 ・
相席の人等が一体になって行なわれる一定の方式の物質
運動の一部なのである。 そして，これは食べる .;Qる等
』ζ見られるような実質的な欲求を満たすだけでない意味
をももっている。例えば，儀式の時などは実質的な飲食
等のζとも行なわれるが，それを超えてもてなす側の新
しい事情(実際)やもてなす側ともてなされる側の関係
を，出席の人々に分らせ ・印象づける役目をも持ってい
る。その意味は，コード判 (ラング)と言う形で仕込ま
れ，パロ-)レ*3と言う形で発現されるような仕組みに
なっている。乙の仕組みには，人の鎖脳の働きだけでな
く，その人・食べ物 ・衣服 ・部/i{のしつらえ等がすべて
参加して，その袈紫になっている。乙のように.人と物
が結びつき，動く(儀式が進行する)ζとによ〉て社会
に対して或る意味を伝える仕組みになっている。乙の儀
式の意味は，ムラの中のイエの位j，Ylづけ，他の家との相
互媛助の体制づくり等の心均的印象つ‘けで，各戸の家の
中の生活的要求よりも大である。それで，ζの儀式が規
準になって，間取りとデザインがなされて来たのであるの
孜々にとっての問題は，現在，そして未来，生活の仕組
みがやはりとのようであるのか，または変わるとしたら
どう変わるのか等を明らかにすると言う乙とであろう。
乙のような追究によって，部分の機能が全体の構造と
どのような関係にあるかを探り，それが巌終消費の生活
形成にどのような影響を与えるかを知るととができる。
生活計画の研究の必要
社会計画と言う言葉があるが，生活科学では生活jI-凶
と言う乙とを考えなければならない。乙の生活計画は，
まず第1jζ生活(消資生活)を規準とし，それを成り立
たせるために他の，渚行為を考えて行く。勿論，成立する
ような基本の生活はとのようなものかを，研究されてつ
くられた表判より定めて行くのである。
ホ1:東北大学の佐々木嘉彦氏は「生活そのものJを研究
するのが.1=);5学 ・生活科学の日的であるとi説いて
来たが，その実体は何かがまだ不されていない。
本2:0一生15学がf自象性の強いものである乙とを必;践す
る乙とは，教育上大切である。学生はO一生活学と
言うものが実際1[.具体的に存必するもののように，
鴎々錯覚するのである。乙のような認識が過ぎると .
居
(20) 
学
研究しても論の進め方や結論かあやしいものになる
場合か起乙るのである。
*3:コー ド，パロール:締造言語学系の概念 ・言葉。レ
ウィ=ス トロースは社会分析にとれを応用。乙乙で
はその延長の:iJ.味で保問。
判・本編等1報 (1981年度)所載。
8.生活科学系学部の学の問題
一研究と教育の体制の問題一
家政学と生部ヰ学
家政子学か生活科学かと言う議論が久しく行なわれて来事
たが，家政学と生活科学は乙のように同一線1:1[.殺べて
比較すべきものなのであろうか。成程，大学の学部の燐
成から見ると，家政学部(科)と生活科学部(科)とは
相互移行的な関係にある。乙れらは一般に家政系と言わ
れ，家政学部または家政学科 ・家庭科&.ぴ生活科学部・
生活科γ科・生活科等の名称で呼ばれている。前者は以
前からあったものであり .後者は学{$・学科の新設の1寺
できたり，前者の名称を変えたりしてできたものが多い。
後省が漸次土台加の万向にある。乙のような規点から.家
政学と生:1舌科学は学的対象 ・学的構成として川レベル ・
同資絡と見えるのであろう。また，家政学の内容が，食
(料開〉衣(裁縫・洗泌)住(緑除・翻貢)家庭(管理)
育児の学から，食品 ・調I望・保蔵 ・栄養 ・被服材料 ・被
服Wlli主・被服整煙 ・{主婦機構 ・往生活・住居怠匠 ・家庭
'fi'JTl1・家族社会・生活経済等の学に変化し，更に社会弘1
tl~ ・ 保育 ・ 児童等の学が加わって来たので，そう思われ
たのかも知れなし、。乙の湯合の家政学はえの家斉学的な
内容が薄れて来ている。家政学を唱えるのに些さかのほ
抗感のある人もあり ，またより深く物質科学に踏み込ん
でいるので生活科学の方がより実際に合うように感じら
れる人もあったのではなかろうか。下]J~ . 家政学iζは家
斉ではなくて(家(母(子)) )と言う関係，生活科学
1[，進むべき本質的な問題を内1[.潜めているように思える。
従って，家政学が名をかえて生活科学になるのは至極当
然の乙とであろう。が，それでは家政学がなくなってし
まってよいものであろうか。家政学は，前述したように，
家斉学として，また家庭と言う場ICおける(家(母(子)
) )の関係の学問として，その存在意義はあるのである。
家庭における家政技術の学と見るとともできる。乙の技
術と言う点ーから見ると，或る原論があって，その実際の
場への適用か家政学とも言える。一つの巧ーえとして，際
識を“生活科学'¥実際の場が“家庭と言う場"と見る
乙ともできる。従って.r家庭学」と言うJ.fil[.考えると
持FI::生活の科学的母察 - 2]]-
ともできる。よく ，家庭科と占う言い方を見かけるが，
無む滋にこの乙とか考えられているのかも知れない。 J5-
えようによっては，家!袋と3う言葉は家政とか家斉と三
う或る価flf[lJ.!を持ったJj認でなく ，客観的な内容を持っ
た ;-r~とも解釈できる。それ故 ， 科学の対象としては良
いuももっている。しかし，科学的と言うなら家族学や
家族(生活)'i'碑学の方かより進んでいると三う怠見も
あろう。しかし， 前省は1:i5の学と亘うより社会の学の
印象が強いし，後者は家庭学より怠昧か~められている
のである。家政学か，生活4‘ド詳の家庭への泊用の乍また
は生活の学の刻去の部分の学とするなら，家政学とi:.i・う
包称であっても何ら澄支えないのである。 乙のようsκζ，
生J活E村
えると.P即E角解ギカが〉しよいのである。勿論，乙れには異論も
あろうが，乙う考えると生活科学と家政γは同相(向レ
ベル)では論じられむいものであり，双方か必要なもの
である乙とかわかる。
しかし ノーi，生活科学と家政学がそのl付?与が進ってい
るζとかはっきり したとすれば，生活科学・は家政学から
脱しなければならなし、。学会も，家政学会でなく ，生活
科乍会か成立しなけれははらはいであろう。そして教育
も • !，i:[-教行ではなくな~のである。
*:今4日次郎氏.佐々木必彦氏等がとりあげている。
生活科学部の生;i5i押
生活科!'tとEまうのは，対象が生活であり ，方法は白然
件、?プロハー でもない，社会科'下フ。口パーでもない.lx 
)jかミックスしているようでまたそれとは日1のように見
えるやりゐで対象を切り解剖lし，中の椛造を明らかにし
て行かなければならはいもの〈乍問)である。従って，
生活粋‘戸r1Hでは，留学的になるかも知れないが. r生活
とは何か，生活科学とは何かJを考える制人または部局
または組織がなければならなL、。乙れは，例の研究者が
巧究を巡:めて発表し，部内外の人々の反応を問うたり，
そのような乙とを考える人か集って討必ゃ研究をして行
く研究機関川歪ポス トが必要であろう。どのような形で
あれ，?U数の人が乙のような研究にたずさわる乙とがで
き.!l1ζ多くの人々 がその;;tぷκ参加できることが望ま
しいのである。
0一生活学の必要
食生活・衣生活・住生活と三うのは実際には存必しは
い乙とはすでに述べた。しかし，或る見方をすると ，食ー
生活ペ;:.1矢ー 生活学.f七.生活学と言うのは成立する。
乙れは，人々夫々に生活に対する巧ーえ}Jが'Nなるから，
(21 ) 
同じ呼び名であっても人Kよって内容は翼なるのである。
しかし，乙のよう江ものが成立するであろうと苫うこと
は告から多くの人が感じている。現在.0一生活学と言
う名はfH.l~活今iζ しかない場合が多い。食 ・ ぷとも，乙
の学がたとえ l人または'I'uli械でもあるようになれば.
生活科学部全体の級相がかなり進ったものになってくる
であろう。 1T，点Jt大学灰乍部1<:.近藤先生と，Zう栄主主
乍の研究./j.がおり ， 日本中をlよく.~君子E していたが ， 医学
部全体ばかりでなく ，東北大学そのものを大きく特色づ
けていたと思う。性活科宇都の食 ・衣 ・{主夫々のコース
』ζ . 犬々の~r.5を与える人乃手指俸がほし L、。乙れには
必ずしも，食一生活学 ・衣一生活学・住一生活学と言う
ような呼びれか絶対必安と3う乙とではなL、o 1M史の形
をとっても，デザインの形，心PMの形等をと ってもよい
であろう。
人についての乍問にも0 ・生必マ:がありうる。児抗生
活学・-if;人1:i;t(戸・財人生r.!i'下・身障者の生活γ:・欠tfl
家族の~Jj;!/;:令。乙れらは ， 令体の生活学である ー般生
r古学』ζ対し，特妹f少J.つ
り1父仁団なり，乙れらを追究する何らかの機関ができるな
らば，やはり夫々のコースばかりでなく ，生活科学部に
大きな何かをリえるであろう。
生，百ヰ学部の嫌成
生釦活孟討，f'科ご守作}
それを文配?代¥'[lj即リ型!する 上部.それらの総体としての全体，
と言うMでの物質の術関.0とi函のつながりと
その運動でできている中の，傾く一部.mti，それも家
l逗を中心とした消費をE苧点にして研究が進められている。
それも，物質系と人系 ・社会系』ζ分裂してi笠められてい
る。
従って，まず，今の生活が!l.l.5'EU・の中のどんな位百
っけになっていて，とんな安にはっているのかを研究し.
その結果を社会κ発表し，学生Iζ教えなければならない
であろう。この乙とを.J<;える1:flqか必要である。
また.今物'白系では食 ・衣 ・{!:.(燃)て宇か研究され
教えられているが，ζれはζれでよいのか，もっとつけ
加えるべき物質の研究はないのか，例えば水や~~tや t
k獲・組仰の研究はどうなのか。公汚問題Kは，乙れは
必要であろう。また，夫々の物質κ|泌する生活はどうな
のか。前にも.iAべたが食 ・衣 ・イ1:.・他の生活学が必要で
はないのか。
もう一つの人のtfu，社会のiInからの研究，乙れは，児
漬乍:や社会~Mltでよいのか。 i見イfは老令社会に入りつつ
ある。老人宇や病入学((家ほ)Tf護'アヴ ，身防行学，
関連するし，運動となったら<衣>ゃ<住>が関連して
くる。乙れらの研究者が，焦点を児童において研究をし
た時，児童の(生活の)問題はより明らかになるのであ
る。勿論， ζの集合iζは児童学の研究者が中心lとなり，
集合化の音頭をとらなければならないであろう。
老人学にしても同様の乙とが言えるし，他の人の面の
学・主体の学にも皆問機の乙とが言える。
社会福祉の学は，以前からその中に衣・食や住の乙と
を含んでいる。どの位の栄養，どれ位の食品，どれ位の
衣料.どれ位の住居が最低生活(? )κ必要なのか。乙
れが金』ζ換算され社会保障費が支払われているが，社会
保障費の支払いのボー←ダーラインでは，その内にある人
と外にある人，支払う側にある人とされる人の聞に.常
に矛盾かっとうが起きている。生活の金額積算に対する
矛盾が原因になっていることが大部分と考えられる。連
繋して研究しでも， ζの矛盾は少しでも解決には向かな
いものであろうか。
環境追究での連繋
連繋で可能な一つの(典型)例をかかげよう。生活環
境学であるが，現在はまだ連繋されていなし、。共同研究
やフリ 卜ー ーキング等の会合も持たれていない。 ζの可
能性を図iζよって示そう。
?
居住
更には婦人学・成入学等は必要ではないのか。また，そ
れらの対象の生活学はどうか。それらの人と社会との連
なり(社会福祉).その機構や新しい機構の設計計画の
学等は必要ないのか。等々の問題がある。
-212-
人の面・社会の函の学間部局を繕やす必要がある
前述したように，人を対象にする科学・生活主体に関
する学問は，現在は児童学しかなし、。高令化する社会で
は，どうしても老人学.その中の老人生活学が必要にな
ろう。乙れは，研究会・研究所の段階でもよろしL、から
研究する部局がほしいものである。いろいろの部局から
参加する形になろうが，中心I(は専門になって進め世話
やきをする人(々)が必要であろう。
ホ.本論文に脅かれているすべての指摘や提案等は，本大
学(大阪市立大学)について言っているのではない。
一私的ζ言ってし、るつもりである。
連関の認識と連繋の必要
児童の学を考えて見ょう。児童の生活を向上させ児童
の健全な発達をはかる乙とに関する研究は，児童学の分
野の研究者だけでは負い切れなb、。例えば健康と言う乙
とー っとって見ても，すぐ栄養がとりあげられ<食>が
熱)物)(外
熱)
??????ー
???????
り変えられたりして，主体と外界の状況の変化にたえら
れるようになっている。世話体は自分自身である ζとも
ある。親である乙ともある。また他の誰かである乙とも
ある。紛の場合，外界がiきければ子供の服を脱がせてや
り，室内が暑くなれば窓をあけて涼しい風を呼び込んで
やるo寒ければ，厚く着物を着せてやり ，室内が冷たけ
れば暖房をたいて暖かくしてやる。乙の夫々の環境の出
(22) 
図に見るように，環境は内部環境・外部環境 I・外部
環境I・外部環境I・外部環境wと食・衣・住・都市・
外界の1協で環境が速なっており，ζの全体が主体の熱を，
従って主体の健康を左右している。 一つ一つの環境が調
節されて，主体はその健康が保たれる。 乙の環療保持lζ
は，外部環境[[[[[[とも.その調節をする世話体が要る。
環境1[[[[[とも夫々の世話体によって環境が替えられた
持団:生活の科学的考察 -213-
上図を別な角度から見る
個人』ζは食・衣 ・住毎.(.唆体が倭助して生活を成立さ
せる(熱の通過)
熱の流れ
の方向
援体ー
生活一
物資』
各個人は個人毎K上記の三つの生活・三つの袋体 ・世
話体を持ち、その世話体を社会が援助する形になって
いる。
世話体
(熱)一一
主体 消費体
図-12
話体(親)が，夫々何種預かある環境機構を適度に選び
崩冬消費体(子供)，(.あてがってやる。乙う して，主体
は生命が守られる。この世話体は環境を外界から手K入
れ消費体に与える役をするが，乙の世話体を全体の社会
か包み，見守り ・援助し・時に規制している形になって
いる。乙の全体の社会の動向も，乙の環境婿造のでき方
に作用する。勿論，環境を造り消費者.c送り込む運動体
も，社会の全体に支配 ・調節されており ，ζれらの全体
が消費主体の環境II[fをつくる乙とになる。
乙のように環境は，内部環境も.外部環境11I1IIも，
物質的(熱の移動)，(.速なっているばかりでなく ，社会
的κも援助・支配と言うところで達っており ，全体とし
て相互に連なっているのである。言L、かえるなら， (食)
も衣も住も，一連なりにな って個体の環境を形成し，個
体の生きる条件をっくり出していると言える。 特』ζ衣と
住は，密着環境 ・持ち歩き環境と包姥環境・定自環境と
言う違いがあるだけで，熱的な意味では皮膚の延長とし
(23) 
て考えられる同類のものであり .それだけ繋がりも密で
ある。乙れを.<生活環筑>と言う一つのものとして表
現したのも.思考の巧みさを感じ8せるものがある。
乙のように，対象が物質的 ・人的(社会的)に速って
いるのであるから，乙の熱の問題を軸iとすれば.環境の
学， (食)・衣 ・住の学は，少なくともとの特殊な問題
に関しては速なれる可能性があると言えるわけである。
人・主体の学での連繋
もう一つ，老人とか児童とかから速なるのも一つの方
法である。生活科学は ，“主体"と“環境"の学.その
関連学なのであるから，児童学・青年半(?)・婦人学・
成入学 ・老人学 ・病入学 ・身障者学 ・一等が諸環境学
(衣・伎 ・都市・社会)Iζ対抗して一つの大きな研究部
門になる。乙れを納として.諸専門の研究者が求心的iζ
繋がるζとができるのである。
社会 (家庭外)の生活の追究の必要
子供は.家庭で寝起きし食事をし.学校で勉強し，放
諜後は社会主聞でよの両者とは違ういろいろの行為をし
て過乙す乙とは.何度も述べた。乙の撃は子供だけでな
く，大人についても言える。大人は子供の学校が生産の
場・l殿場』ζ替わっており .社会空間が心身をいやす場所
に答わっている。
乙れを見ると.消費の場は何も家庭iζ限らなし、。学校
も塾も皆消費の場である。ただ，純粋の再生産と違い.
原績が社会諸俄関によって製成供与され、生活形成が
行なわれる過程を示す関
生活形成
(全社会)
主生活(形成)主体
生・生活(生活1 ・生活必 -生活3 ) 
図ー13
，晶、
千
を防さ向上をはかる消費者伺体の中心職員等.生活の計
画者・生活のリーダーになる道などは如何であろうか。
乙乙で述べた乙とは，本大学の本学部について述べて
いるのではない。題材は本学部にとったものも多いが，
直接そ乙をどうしろと言うのでなく，一般化して一般的
に乙う考えたら如何と言う提案をして見たのである。
勿論，乙の乙とを契機』ζ学問体告IJの進め方について論
議が起乙ることは望ましく歓迎したい。
また， ζζにのべた項目で問題がすべて尽くされてい
るわけではない。もっと多くの追究すべき問題.採りあ
げられるべき方向がある。私が考えている乙との中でも
いくつも落したが，1]1の人が述べればまた別の項目がtU
るたろう。同じ項目でも言い方 ・解釈のし方が異なって
来ょうし，電味のかけ方も巡って来ょう。設立主者の問題，
従って経済的な問題もあるが，それらを考慮はするが一
応乙のζとは脇K.おいて，体告1の論をするととはやはり
現在必要な乙とではなかろうか。
(昭如58年11月8日受理)
おわりに
居住
心身を労して何かを身体にためζむものである。乙れら
の施設毎1:， 1肉質の綴子(運動)と世話体の様子が異な
るが，現在で‘は消費の生活・世話の状態とも家庭のもの
しか追究されていなL、。部局も家族社会学等.家族1:関
するものしかない。学校等は.僅かに幼稚園・保育所が
探られている干車交である。
乙乙で，学校・病院・診療所・図書館 ・博物館・美術
館・音楽堂その他の社会筋設.特』ζ塾や都市空間・自然
の山野・川等での生活を追究する必要がある。乙のよう
に.子供の生活に限って見ても広範にその生活を追究す
る必要があるが，現在は家庭・住居のみしか追究する ζ
とができなL、。それも部分的にしかできなし、。たいてい
の大学で，生活科学系は学問の機格が小さすぎて.社会
の要請，表lζは出ない潜在的な要請に応えるζとができ
ないのが現状である。
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学生の就織の方向
物品製造やデザイン企業，児童施設や社会福祉施設，
高校や大学の職員 ・先生等になって行くのは.それはそ
れでよろしいが.生活を企画し・計画する官庁の戦員や
生活正常化に議す公害インスベクターや.常1:生活破綾
附 図
本文の中で説明不足の事項，附け加えて説明した方がよいものを.まとめてここに図入りで儲ける乙とにした。
乙れにより.本論』ζ対する認~~が深まり.論点のよりよい理解のためのたすけになるなら幸甚である。
個体及び集団の生活型，その差異の由来
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付図-4
再生産 ・生産 ・行政 ・政治関連図付図-8
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再生産 ・生践を含んだ全体生活の織成付図-5
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付図-9 社会諸科学・自然諸科学
関連図{東北大学時代の考え)
付図一10 生活圏図(作用体・作用体供給圏〉
(生化学の物質反応、図に似ている)
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付図ー11 同一人が何役もする窃合
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付図ー13 物質の遂動形態と学問・科学の関係
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付図ー14 家政学ICいたる諸将学の関係
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栄養の摂取と放出(及びそのコン トロール)
合、配-UJFi首咽採供J口取
成分 i佼化鴫食与工入
れ
付図ー15 栄養の流れとそのコントロール
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付図ー16 熱の流れとそのコントロール
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付図ー17 環境の種別と構造
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地球表面の物質の流れ:水 ・空気 ・諸物質(鉱物・
縞物 ・動物の生成消滅) ・エネルギ一等の流れ
付図ー18-1人間存在Kか、わる物質流動過程図
〆
b 
ー-
+ 
ψ 
、ー うー 一_-可ーー ーー 今
付図-18-2人間存在Kかかわる物質流動過程図
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付図-18 解説 《原始の生活〉
①自然の物質の流れの中から生命維持』ζ必要な物質園
を促える〈自然の食・自然の空間)
②それを生活のゆ此り入れる⑥ID
③人l;tC.の逗[ig)の過慢の中て疲労(Q;;うから回復
(③)する
④使われた物は図，1('t.J>わる
⑤園'は自然の物質の流れの中1(，流される
⑥自然はその流れの中で 園'を吸収・ 1消化し、新たに
園を生み出す
-218ー
(1)人聞は、物質の流れの中から一般生活』ζ必要な物質
園を促える (木登仰木、川遊びの川、寝ζろべ
る草叢)
?????
???
(2)それを生活の中川り入れる→ 遁忌
(3) (j霊!iDと言う過程が形成される(活動がなされる〉
(4)人はとの告⑥の過慢の中で疲労する (0つ
(⑤)使われた物は園，1(，治主わる
(6)園'は自然の物質の流れの中附される
(注 I)との楊合の信⑤は、遊び・けんか・仲裁・社会統一・
たんけん ・移動 ・避雛 ・防衛・戦争・性生活・育児・
係取(食物)・選定(袋線所)等をf旨す
生活を整理してまとまりよく
有機的一体なものとする
生活統一作用体が
生活対象を杷捉整序
して生活を形成する図
付図一19
(注2)つまり、人IlOの外形的運動等の行為を含むすべてを含む。
従って、食窃を撚るζとは
一つは②量)(外の活動)
その結裂は@盈)(内の活動)である
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付図-20
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付図-21 ~熱〉の臼然一人間術環とその流れκ作則す/
る社会力の陵地関(生活』とおいては、食 ・衣 ・伎(自然)
も人(社会)のJを経なければ実現しなL、。従って生活
科'，1:は臼然科学と社会料学が結合したもので・なければな
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社会の発以一一
<ダーウイニズム的適合>
<1:命型・生活砲の放散>
生活の発展
付図-22 生物発展のJj向と人間の生活 ・社会発阪のJi向
生物発展の}j向を延長したものが、人間中活発版のプi向である。生物はその発展の究極
iζ町市平L生物 ・有胎機生物を生み出したが、人間は胎穣機能を外化させる乙とによって生
活維持組織1災体をつく った。乙れが発爆し、生産社会を経て生活主主義の社会(生活を
守り ・育て ・写える乙とを中心』ζ組織される社会)1:向っていると身えられる。つまり、
生物の発展と生活の発展は一線上にあると見る乙とができる。
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付表ー1 計画 付表-3 生活構造
事実の学 計画の学 方向
(ヱま) (忠ら) 統一↑ 
(統合作用)
〔政治・行政・|宗教・思惣〕
(生産・消費)
〔経済〕
部分 全体
機能 繍造
部分組みかえ→新たな摘成
¥、計画/"
事実の立場から
(部分の立場から
全体の立場から
計画の立場から
(計画一成立ロj伽
部分ーとの部分が受益・圧迫
内容ー何の行為が可能か
方法
ノ生産(銭術・経営〉会社 統一の統一
流れく
¥消費(袋体のたすけ〉家庭 統一の統一
統一
習慣儀式ーレシプロ的(倹)一方向的
政治 背後に強権、異なった行き方対立
行政政治の下僕
宗教 世界観、神の存在、乙の世の物質運動の見方、
異なった見方、対立
思想世界観、 ζの世の物質運動の見きわめ、
付表-2 自助・介助の問題 Cself-help)
正常人自動
異なった見方、対立????????????
???
????
?
??
養生
E亙E
結局:強権で或る考えが通る
1.大衆が権力付与i経済力者その代理者明付与寸
主張、共~1l1[権力付与 J 主義主唱者附与
l 生活計画者iζ付与不自由 要tJi.助
Summary 
This paper contains the paragraphs as follow. In each paragraph， 1 show the rough sketch of the contents of the para-
graph. 
1. The Defmition of the Science of living (Living Science). What is Living Science? 
The study of Living is a science of the investigation of the reallife， that is the science of the moving of substances， 
which is called living. 
2. The Defnition of Living. What is Li:νing? 
Living is the substancial movings and the systems with man and substances. 
3. Study on Living Science. Further Pursuing o[ Living! 
1 think we must proceed the new style of science which does not belong to both of natural science and social science. 
We call it “Living Science." It has the characteristics of the movings of substances which contain man and substances. 
So， we must make clear the structure of living， the origin of it and the aspect of the advanced type of it. 
4. The Development of Living. What is the orig初 o[Living and the grown style o[ the庁lOmmals?
Living is the result of the development of naturallife. The society emerged from the naturallife through the function 
of plecenta. The function of the human society is likely to that of the plecenta. So 1 cal it， especially the functional 
system of the rearir宅-childsystem， plecenta-like system. 
(30) 
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5. The Characteristics of Living. What is different between Living and Simple SubstancUll Movement? 
-22)-
Living has the structure and by this we can plan new Iiving style. We man have the structure of Living which consists 
of production sector and consumption sector. The consumption sector has the characteristics of function like that of 
plecenta. 
6. The Problems of Living. What problems have we in Living? 
Many phenomenons of pollution， and other serious things， which occur everyday nowadays， come from the contradic-
tions of the structures of the reallife. We can understand most of the phenomenons in the civilized life and society as the 
destruction of the structural organ of Iiving. 
7. The study of Living itself. What is Living itself? 
We must investigate Living itself， not substances nor man， the body of the combination of both of them， which 
emerge the movements of living. So we must regard Living as a whole 
8. The Problems in the Schools of Science of Living. What is the point o[ the educational and studying problems con-
cerned in the schools at Science o[ Living? 
lnvestigation of Iiving has been grown as the ∞urses which contain food nutrition， clothes， housing， rearing-child 
and social welfare. But 1 think they lack some parts. For example， oldman's coourse， basic thinking of Iiving and living 
course and so on. W巴mustfil the lack of them. 
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